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交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
大型 中型 準中型 普通 計

102
（−34）

44
（−7）

28
（−3）

4
（−1）

178
（−45）

交通事故死者数（人）

11月30日現在 1月28日現在

2,541
（−318）

180
（−50）

全国の死亡
事故件数

2,489
（−302）

令和２年11月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

今号に掲載した記事の関連資料と
関連HPへは全ト協HPバナーから
アクセスできます。

▼全ト協会員専用ページのパスワード▼

1/15〜2/14  6043
2/15〜3/14  9330
　　　

発行所公益社団法人

※紙面に関する問い合わせは広報室まで

〒160-0004 東京都新宿区四谷三丁目2番地5
全日本トラック総合会館

創刊 昭和28（1953）年2月

☎（03）3354-1029（総務部広報室）
http://www.jta.or.jp

（会員の購読料は会費に含みます）

2月1日号

年　月 スタンド ローリー カード

令和２年10月 90.20 79.73 89.16 
令和２年11月 89.20 78.71 87.93 
令和２年12月 92.27 82.71 92.50 

軽油価格情報
全国平均価格：円／リットル（消費税抜き）
▶全日本トラック協会調べ

２
・
３

・�トラック協会ニュース
・�官公庁ニュース（国交省等）

4
・
5

「ホワイト物流」特集
持続可能な物流ネットワーク

構築に向けて
・全農チキンフーズ㈱の取り組み

6
・
7

〈特集〉
同一労働同一賃金への

対応に向けて
［第1回］全ての労働者に

「均衡・均等」な待遇を

8
・女性の輝く現場から
トラガールのお仕事。
道勝運輸㈱（北海道）

守田　舞 さん

新型コロナウイルス感染症対策の実施に関する
重要事項（職場への出勤等）

・職場への出勤は、外出自粛等の要請の対象から除かれる
ものであるが、「出勤者数の７割削減」を目指すことも
含め接触機会の低減に向け、在宅勤務（テレワーク）や、
出勤が必要となる職場でもローテーション勤務等を強力
に推進すること。

・20時以降の不要不急の外出自粛を徹底することを踏ま
え、事業の継続に必要な場合を除き、20 時以降の勤務
を抑制すること。

・職場に出勤する場合でも、時差出勤、自転車通勤等の人
との接触を低減する取組を強力に推進すること。

・職場においては、感染防止のための取組（手洗いや手指
消毒、咳エチケット、職員同士の距離確保、事業場の換
気励行、複数人が触る箇所の消毒、発熱等の症状が見ら
れる従業員の出勤自粛、出張による従業員の移動を減ら
すためのテレビ会議の活用等）や「三つの密」や「感染
リスクが高まる『５つの場面』」等を避ける行動を徹底
するよう促すこと。特に職場での「居場所の切り替わり」
（休憩室、更衣室、喫煙室等）に注意するよう周知する
こと。さらに、職場等に関して、業種別ガイドライン等
を実践するよう働きかけること。

・国民生活・国民経済の安定確保に不可欠な業務を行う事
業者及びこれらの業務を支援する事業者においては、「三
つの密」を避けるために必要な対策を含め、十分な感染
防止策を講じつつ、事業の特性を踏まえ、業務を継続す
ること。

（出典）�	新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針（抜粋）
�	 新型コロナウイルス感染症対策本部決定（令和３年１月７日変更）

　

物
流
の
最
前
線
で
働
い
て

い
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

は
︑
昨
年
か
ら
続
く
コ
ロ
ナ

禍
と
い
う
局
面
に
お
い
て
も
︑

国
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守

り
︑
産
業
経
済
活
動
を
支
え

る
た
め
に
必
要
な
﹁
エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
事
業
﹂
で
あ
る
と

い
う
強
い
使
命
感
を
も
っ
て
︑

日
夜
貨
物
輸
送
に
従
事
し
て

い
る
︒

　

ま
た
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
は
︑
災
害
時
に
は
国
な
ど

か
ら
の
要
請
に
積
極
的
に
応

え
︑
緊
急
救
援
物
資
輸
送
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
て

い
る
︒

　

こ
う
し
た
中
︑
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
な
ど
諸
外
国
で
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

係
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
開
始

さ
れ
︑
我
が
国
に
お
い
て
も

接
種
開
始
に
向
け
て
準
備
が

進
め
ら
れ
て
い
る
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
我
が
国
の

経
済
活
動
を
支
え
て
い
る
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
︑

優
先
し
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
︑
赤
羽
国

交
大
臣
に
対
し
て
要
望
︒
ド

ラ
イ
バ
ー
が
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
優
先
的
に
受
け
る
こ
と

で
︑
感
染
が
拡
大
す
る
厳
し

い
状
況
下
に
お
い
て
も
ト
ラ

ッ
ク
物
流
の
維
持
を
図
っ
て

い
く
︒

　

な
お
︑
赤
羽
国
交
大
臣
へ

の
要
望
書
は
︑（
公
社
）
日

本
バ
ス
協
会
（
三
澤
憲
一
会

長
）
と
（
一
社
）
全
国
ハ
イ

ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
連
合
会

（
川
鍋
一
朗
会
長
）
の
連
名

で
提
出
さ
れ
た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
︑
運

送
事
業
者
や
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

が
都
合
の
よ
い
時
間
帯
に
︑
感
染
症

の
不
安
な
く
受
講
（
視
聴
）
す
る
こ

と
の
で
き
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー
﹁
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
踏
ま
え
た
事

業
者
に
お
け
る
感
染
症
対
策
﹂
を
制

作
し
︑
公
開
し
て
い
ま
す
︒

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

未
だ
終
息
の
見
え
な
い
状
況
の
中
で
︑

国
民
生
活
の
維
持
に
欠
か
せ
な
い﹁
エ

ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
﹂
と
し
て
︑

最
前
線
で
活
躍
し
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
を
守
る
た
め
︑
同
Ｗ
Ｅ

Ｂ
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
い
た
だ
き
︑
健

康
・
安
全
・
安
心
な
職
場
を
目
指
し

て
く
だ
さ
い
︒

▼�

同
Ｗ
Ｅ
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー
は
全
ト
協
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
視
聴
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
（
受
講
無
料
、
令
和
３
年

３
月
末
ま
で
公
開
予
定
）

　

厚
生
労
働
省
は
︑
１
都
２

府
８
県
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
緊
急
事
態
宣
言

が
発
出
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

会
員
事
業
者
に
対
し
て
︑
職

場
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
感
染
予

防
・
健
康
管
理
の
徹
底
を
呼

び
か
け
て
い
る
︒

　

現
在
︑栃
木
県
︑埼
玉
県
︑

千
葉
県
︑
東
京
都
︑
神
奈
川

県
︑
岐
阜
県
︑
愛
知
県
︑
京

都
府
︑
大
阪
府
︑
兵
庫
県
︑

福
岡
県
の
１
都
２
府
８
県
で
︑

緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ

て
い
る
（
２
月
７
日
ま
で
の

予
定
）︒
ま
た
︑
１
月
７
日

に
は
︑
政
府
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部

﹁
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
の
基
本
的
対
処
方

針
﹂
が
改
正
さ
れ
て
い
る
︒

　

同
方
針
で
は
︑
職
場
に
お

け
る
ま
ん
延
防
止
対
策
と
し

て
︑
別
掲
の
よ
う
に
重
要
事

項
を
示
し
て
い
る
︒

　

特
に
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
を
は
じ
め
と
し
た
︑
国

民
生
活
・
国
民
経
済
の
安
定

確
保
に
不
可
欠
な
業
務
を
行

う
事
業
者
︑
お
よ
び
こ
れ
ら

の
業
務
を
支
援
す
る
事
業
者

に
対
し
て
は
︑﹁
三
つ
の
密
﹂

を
避
け
る
た
め
に
必
要
な
対

策
を
含
め
︑
十
分
な
感
染
防

止
策
を
講
じ
つ
つ
︑
事
業
の

特
性
を
踏
ま
え
︑
業
務
を
継

続
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い

る
︒

　

な
お
︑
全
ト
協
で
は
︑﹁
ト

ラ
ッ
ク
に
お
け
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
第
２
版
）﹂

を
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
る
︒

全
ト
協
会
員
事
業
者
に
対
し「
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
」の
徹
底
呼
び
か
け

厚
労
省

十
分
な
感
染
防
止
策
を
講
じ
つ
つ
事
業
の
継
続
を

十
分
な
感
染
防
止
策
を
講
じ
つ
つ
事
業
の
継
続
を

１
都
２
府
８
県
へ
の
緊
急
事
態
宣
言
発
出
を
受
け

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
坂
本
克
己
会
長
は
１
月
22
日
︑
赤
羽
一
嘉
国
土
交
通
大
臣

を
訪
問
し
︑﹁
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
の
要
望

書
﹂
を
提
出
し
た
︒

　

同
要
望
は
︑貨
物
自
動
車
運
送
事
業
に
従
事
す
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
︑

優
先
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
︒
坂
本
会
長
は
︑
赤
羽
国
交
大
臣
に
対
し
︑﹁
感
染

拡
大
・
緊
急
事
態
宣
言
再
発
出
と
い
う
危
機
的
な
状
況
に
お
い
て
も
︑
我
が
国
の
物
流

を
守
っ
て
い
く
た
め
に
︑
格
段
の
ご
配
慮
を
お
願
い
し
た
い
﹂
と
述
べ
た
︒

赤羽国土交通大臣（左から２人目）に要望書を手渡す坂本会長（右から２人目）。川鍋全国ハイヤー・タクシー連合会会長（左）、
三澤日本バス協会会長（右）も同席した（１月22日、国土交通省）

ドライバーへの新型コロナワクチン優先接種ドライバーへの新型コロナワクチン優先接種
坂本会長が赤羽国交大臣に要望坂本会長が赤羽国交大臣に要望

「
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
物
流
を
守
り
抜
く
」

「
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
物
流
を
守
り
抜
く
」

感
染
拡
大
・
緊
急
事
態
宣
言
再
発
出
な
ど
厳
し
い
局
面
迎
え

感
染
拡
大
・
緊
急
事
態
宣
言
再
発
出
な
ど
厳
し
い
局
面
迎
え

全
ト
協

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
踏
ま
え
た

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
踏
ま
え
た

事
業
者
に
お
け
る
感
染
症
対
策
」

事
業
者
に
お
け
る
感
染
症
対
策
」

物
流
を
支
え
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
を
守
る
た
め
に
受
講
を
！

物
流
を
支
え
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
を
守
る
た
め
に
受
講
を
！

全ト協
W E B

セミナー

公開中



（2）第2170号（第3種郵便物認可）令和3年（2021年）2月1日

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

～危険な場所での運転編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶	�踏切で前車に続いて通過するときは、一時停止しなくてもよい。
（ ○・× ）

❷	�踏切支障報知装置のない踏切内で車が動かなくなったときは、発
炎筒などで列車に知らせる。（ ○・× ）

❸	�下り坂では低速ギアを用い、フットブレーキをフルに活用してス
ピードを調整しながら走行する。（ ○・× ）

❹	�坂道では、下りの車が上りの車に道を譲る。（ ○・× ）

❺	�曲がり角やカーブを走行するときは、曲がり角やカーブに進入し
てからスピードを調節する。（ ○・× ）

（解答は7面）

まちがいさがしまちがいさがし

答え合わせ答え合わせ

　『広報とらっく』1月1日号掲載の「まちが
いさがし」の正解は、下記の30か所でした。
正解者の中から抽選で20名様に記念品を
プレゼントします。なお、当選者の発表は
賞品の発送をもって代えさせていただきま
す。多数のご応募ありがとうございました。

　あなたは、踏み固められた圧雪路を前車に追従して走行して
います。前方の交差点の信号が黄色に変わりました。この場面
にはどのような危険がありますか。また、危険を避けるために
はどのような運転をすればよいでしょうか。考えてみましょう。

状 

況

〔第 131回〕「圧雪路の交差点」

（解説・３面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

１
月
20
日
︑
国
土
交
通
省
社

会
資
本
整
備
審
議
会
道
路
分

科
会
第
47
回
﹁
国
土
幹
線
道

青
年
部
会
全
国
大
会
を　

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で　
　

　
　
　
　
　
ラ
イ
ブ
配
信

２
月
19
日
㈮
13
時
か
ら

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青

年
部
会（
岩
田
享
也
部
会
長
）

は
︑
令
和
２
年
度
全
国
大
会

を
２
月
19
日
㈮
13
時
か
ら
15

時
15
分
ま
で
︑
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
の
ラ
イ
ブ
配
信
形
式
で

開
催
す
る
︒

　

同
配
信
は
︑
青
年
部
会
員

の
み
な
ら
ず
︑
各
都
道
府
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
所
属
の
会

員
事
業
者
で
あ
れ
ば
視
聴
可

能
︒

　

全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

﹁
青
年
部
会
﹂ペ
ー
ジ
>﹁
全

国
大
会
﹂
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の

会
員
専
用
ペ
ー
ジ
（﹃
広
報

と
ら
っ
く
﹄
１
面
に
掲
載
の

パ
ス
ワ
ー
ド
の
入
力
が
必
要
）

か
ら
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
で

視
聴
で
き
る
︒

　
﹁
つ
な
ぐ
想
い
~
地
域
を

支
え
る
物
流
業
界
へ
~
﹂
を

テ
ー
マ
に
掲
げ
る
同
大
会
で

は
︑﹁
青
年
経
営
者
等
に
よ

る
先
進
的
な
事
業
取
組
に
対

す
る
顕
彰
﹂
の
受
賞
事
業
の

表
彰
や
各
青
年
組
織
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
ム
ー
ビ
ー
︑
社
会
貢

献
活
動
等
が
紹
介
さ
れ
る
ほ

か
︑
14
時
10
分
か
ら
は
︑
国

際
政
治
学
者
の
三
浦
瑠
麗
氏

に
よ
る
講
演
﹁
国
際
秩
序
変

動
の
今
こ
そ
物
流
業
の
取
る

べ
き
構
え
﹂
が
行
わ
れ
る
（
プ

ロ
グ
ラ
ム
別
掲
）︒

路
部
会
﹂（
部
会
長
・
朝
倉

康
夫
東
京
工
業
大
学
環
境
・

社
会
理
工
学
院
教
授
）
に
出

席
し
︑
持
続
可
能
な
高
速
道

路
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
制
度

等
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
た
︒

　

同
部
会
が
令
和
２
年
９
月

25
日
に
取
り
ま
と
め
た
﹁
持

続
可
能
な
国
土
幹
線
道
路
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
た
取

組
﹂
中
間
と
り
ま
と
め
の
中

で
︑
今
後
速
や
か
に
検
討
す

べ
き
課
題
と
し
て
︑﹁
社
会

・
経
済
状
況
に
応
じ
た
機
動

的
な
料
金
︑
利
用
者
重
視
の

料
金
の
推
進
﹂
な
ど
が
取
り

上
げ
ら
れ
た
︒

　

赤
羽
一
嘉
国
土
交
通
大
臣

は
同
10
月
19
日
︑
社
会
資
本

整
備
審
議
会
（
進
藤
孝
生
会

長
）
に
対
し
て
︑
持
続
可
能

し
い
﹂
な
ど
と
い
っ
た
意
見

が
出
さ
れ
た
︒

　

な
お
︑
同
部
会
で
は
今
後

ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
を
踏
ま
え

て
論
点
整
理
を
行
い
︑
今
年

夏
を
め
ど
に
︑
持
続
可
能
な

高
速
道
路
シ
ス
テ
ム
の
構
築

に
向
け
た
中
間
答
申
の
取
り

ま
と
め
を
行
う
予
定
︒

３
月
の
取
り
ま
と
め
に
向

け
課
題
と
方
向
性
な
ど
を

議
論

第
２
回
コ
ロ
ナ
時
・
災
害
時

特
別
対
策
委
員
会

　

１
月
28
日
︑
第
２
回
﹁
小

規
模
事
業
者
コ
ロ
ナ
時
・
災

害
時
特
別
対
策
委
員
会
﹂（
委

員
長
=
吉
野
雅
山
全
ト
協
理

事
・
日
本
貨
物
運
送
協
同
組

合
連
合
会
会
長
）
が
開
催
さ

れ
た
︒

　

同
委
員
会
は
昨
年
９
月
１

日
に
発
足
︒
保
有
車
両
台
数

20
台
以
下
の
小
規
模
事
業
者

の
事
業
経
営
対
策
等
を
検
討

対
象
と
し
︑
小
規
模
ト
ラ
ッ

治
体
や
高
速
道
路
会
社
︑
全

ト
協
な
ど
の
関
係
団
体
に
対

し
て
︑
同
制
度
等
に
関
す
る

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
て
い

る
︒

　

全
ト
協
か
ら
寺
岡
洋
一
副

会
長
（
道
路
委
員
長
）︑
桝

な
高
速
道
路
シ
ス
テ
ム
に
関

す
る
制
度
等
に
つ
い
て
諮
問
︒

そ
れ
を
受
け
︑
同
部
会
で
は

現
在
︑
都
道
府
県
な
ど
の
自

ク
運
送
事
業
者
の
経
営
安
定

化
対
策
︑
今
後
も
起
こ
り
う

る
特
殊
災
害
に
対
す
る
有
効

な
対
策
に
つ
い
て
検
討
︒
令

和
３
年
３
月
に
報
告
書
（
答

申
）
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と

を
目
的
に
設
置
さ
れ
た
も
の
︒

　

冒
頭
︑吉
野
委
員
長
は﹁
昨

年
９
月
下
旬
か
ら
10
月
下
旬

に
か
け
て
実
施
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
で
は
︑
全
国
１
３

０
０
者
以
上
の
事
業
者
に
ご

回
答
を
い
た
だ
い
た
︒
全
国

の
小
規
模
事
業
者
か
ら
抽
出

し
た
課
題
を
基
に
議
論
し
︑

委
員
の
皆
様
か
ら
頂
戴
し
た

ご
意
見
を
答
申
案
に
反
映
し

て
ま
い
り
た
い
﹂
と
あ
い
さ

つ
し
た
︒

　

議
事
で
は
︑
同
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結
果
が
報
告
さ

れ
︑
課
題
抽
出
お
よ
び
論
点

整
理
を
実
施
︒
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
影
響
下
に

お
け
る
小
規
模
事
業
者
の
現

状
お
よ
び
あ
る
べ
き
姿
︑
ト

ラ
ッ
ク
協
会
が
取
る
べ
き
支

援
策
︑
答
申
の
取
り
ま
と
め

の
方
向
性
等
に
つ
い
て
︑
委

員
間
で
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
︒

　

次
回
の
第
３
回
委
員
会

（
３
月
１
日
開
催
予
定
）
で

は
︑
今
回
各
委
員
か
ら
挙
が

っ
た
意
見
を
集
約
し
て
報
告

書
（
答
申
）
案
に
つ
い
て
議

論
し
︑
同
月
中
に
第
４
回
委

員
会
を
開
催
し
て
取
り
ま
と

め
を
行
う
こ
と
と
し
た
︒

野
龍
二
理
事
長
が
出
席
︒
寺

岡
副
会
長
は
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
は
︑
小
規
模
事

業
者
が
多
く
︑
車
両
保
有
台

数
20
両
以
下
の
事
業
者
が
全

体
の
４
分
の
３
以
上
を
占
め

る
﹂
と
し
た
上
で
︑
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
を
克
服
し
︑

日
本
経
済
が
正
常
に
回
復
す

る
ま
で
の
間
︑
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
業
界
支
援
策
と
し
て

国
費
を
投
入
し
た
上
で
︑
利

用
額
に
か
か
わ
ら
ず
高
速
道

路
の
大
口
・
多
頻
度
割
引
の

実
質
50
％
以
上
の
割
引
を
適

用
す
る
こ
と
な
ど
︑
高
速
道

路
の
さ
ら
な
る
活
用
に
繋
げ

る
た
め
の
業
界
か
ら
の
要
望

（
表
）に
つ
い
て
説
明
し
た
︒

　

寺
岡
副
会
長
か
ら
の
説
明

を
受
け
︑
委
員
か
ら
は
﹁
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
︑
ト
ラ
ッ
ク

物
流
に
携
わ
る
皆
様
は
大
変

大
き
な
役
割
を
果
た
さ
れ
て

い
る
︒
胸
を
張
っ
て
︑
引
き

続
き
業
務
に
あ
た
っ
て
い
た

だ
き
た
い
﹂︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
物

流
業
界
の
社
会
性
の
高
さ
が

評
価
さ
れ
て
い
る
今
だ
か
ら

こ
そ
︑
道
路
に
ダ
メ
ー
ジ
を

与
え
︑
修
繕
に
コ
ス
ト
が
発

生
し
て
し
ま
う
よ
う
な
過
積

載
で
の
運
行
を
な
く
す
な

ど
︑
襟
を
正
し
て
仕
事
を
す

る
こ
と
が
大
事
だ
と
感
じ

る
﹂︑﹁
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信

技
術
）
の
活
用
な
ど
物
流
効

率
化
へ
の
取
り
組
み
を
︑
業

界
と
し
て
進
め
て
い
る
こ
と

を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
ほ

那
覇
工
業
高
校
に
整
備
実

習
用
ト
ラ
ッ
ク
を
寄
贈

青
年
部
会

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青

年
部
会（
岩
田
享
也
部
会
長
）

は
１
月
13
日
︑
沖
縄
県
立
那

覇
工
業
高
等
学
校
（
沖
縄
県

浦
添
市
︑
外
間
昌
繁
校
長
）

で
整
備
実
習
用
ト
ラ
ッ
ク
の

寄
贈
式
を
行
っ
た
︒

　

整
備
実
習
用
ト
ラ
ッ
ク
の

寄
贈
は
︑
青
年
部
会
の
社
会

貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
平

成
27
年
度
よ
り
実
施
︒
昨
年

度
ま
で
に
︑
全
国
の
自
動
車

教
育
課
程
を
有
す
る
高
校
10

校
へ
寄
贈
し
て
い
る
︒

　

令
和
２
年
度
は
︑
自
動
車

教
育
課
程
を
有
す
る
高
校
で

組
織
さ
れ
る
全
国
自
動
車
教

育
研
究
会
（
全
自
研
）
を
通

じ
て
希
望
の
あ
っ
た
︑
同
校

の
自
動
車
科
に
対
し
寄
贈
を

行
っ
た
︒

　

寄
贈
式
に
は
当
初
︑
岩
田

部
会
長
を
筆
頭
に
全
ト
協
青

年
部
会
役
員
が
出
席
予
定
だ

っ
た
が
︑
緊
急
事
態
宣
言
発

令
に
伴
い
︑
沖
縄
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
青
年
部
協
議
会
な
ど

地
元
関
係
者
の
み
で
実
施
︒

　

沖
縄
県
ト
協
か
ら
は
車
両

提
供
者
で
あ
る
宮
城
尚
弘
同

協
議
会
会
長
・
上
原
誠
同
副

会
長
︑
同
校
か
ら
は
外
間
校

長
を
は
じ
め
と
し
た
教
員
お

よ
び
自
動
車
科
の
生
徒
ら
が

出
席
し
た
︒

　

寄
贈
式
で
は
︑
宮
城
会
長

が
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
後
︑

上
原
副
会
長
と
と
も
に
外
間

校
長
へ
レ
プ
リ
カ
キ
ー
を
贈

呈（
写
真
）︒
寄
贈
を
受
け
︑

同
校
自
動
車
科
の
生
徒
代
表

が
謝
辞
を
述
べ
た
︒

Ｔ
Ｓ
・
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
等
ド
ラ

イ
バ
ー
向
け
施
設
の
情
報
を

全
ト
協
Ｈ
Ｐ
上
で
周
知

緊
急
事
態
宣
言
に
伴
う
飲
食

施
設
等
の
営
業
情
報
を
案
内

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
︑﹁
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
情
報
﹂

特
設
サ
イ
ト
内
に
﹁
ト
ラ
ッ

ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｔ
Ｓ
）

な
ど
ド
ラ
イ
バ
ー
向
け
施
設

情
報
﹂
ペ
ー
ジ
を
設
け
て
い

る
が
︑
先
般
の
緊
急
事
態
宣

言
発
令
に
伴
い
︑
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
（
Ｓ
Ａ
）
や
パ
ー
キ

ン
グ
エ
リ
ア
（
Ｐ
Ａ
）
等
の

飲
食
関
連
施
設
の
営
業
情
報

を
追
加
し
︑
周
知
を
図
っ
て

い
る
︒

　

同
ペ
ー
ジ
で
は
︑
Ｔ
Ｓ
や

Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
︑
道
の
駅
の
施

設
検
索
ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク

を
掲
載
し
︑
現
在
シ
ャ
ワ
ー

や
入
浴
の
利
用
が
可
能
な
公

的
施
設
の
情
報
や
︑
飲
食
店

等
の
情
報
が
検
索
可
能
︒

　

ま
た
︑
緊
急
事
態
宣
言
発

令
に
伴
う
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
の
飲

食
関
連
施
設
の
営
業
状
況
に

つ
い
て
は
︑
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東

日
本
・
中
日
本
・
西
日
本
︑

首
都
高
速
道
路
︑
阪
神
高
速

道
路
︑
本
州
四
国
連
絡
高
速

道
路
︱
︱
の
各
社
サ
イ
ト
の

当
該
情
報
ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン

ク
を
掲
載
︒
同
ペ
ー
ジ
に
直

接
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
で
最

新
の
情
報
を
確
認
す
る
よ
う

呼
び
か
け
て
い
る
︒

（
２
月
１
日
〜
２
月
28
日
）

▽
２
月
９
日

・
第
69
回
広
報
委
員
会

▽
２
月
12
日

・
第
15
回
運
輸
事
業
振
興
助
成
交

付
金
出
捐
金
事
業
評
価
機
関
会

議
▽
２
月
18
日

・
令
和
２
年
度
第
３
回
青
年
部
会

全
国
代
表
者
協
議
会

▽
２
月
19
日

・
青
年
部
会
全
国
大
会（
ラ
イ
ブ
配

信
）

▽
２
月
22
日

・
第
53
回
適
正
化
事
業
委
員
会

緊
急
事
態
宣
言
に
伴
い
８

Ｔ
Ｓ
で
営
業
時
間
を
短
縮

２
月
７
日
ま
で

　
﹁
緊
急
事
態
宣
言
﹂
の
発
令

に
伴
い
︑
現
在
８
か
所
の
ト
ラ

ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
茨
城
・

矢
板
・
大
宮
・
安
城
・
名
古
屋

・
大
阪
・
鳥
栖
・
諫
早
）で
は
︑

２
月
７
日
㈰
ま
で
︑
食
堂
施
設

等
の
運
営
時
間
短
縮
を
行
っ
て

い
る
︒

　

各
Ｔ
Ｓ
の
詳
細
な
運
営
時
間

に
つ
い
て
は
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
﹁
ト

ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
﹂
>
﹁
ト

ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
リ
ス

ト
﹂
ペ
ー
ジ
最
上
部
に
掲
載
の

﹁﹃
緊
急
事
態
宣
言
﹄
等
に
伴

い
食
堂
施
設
等
の
運
営
時
間
短

縮
を
行
う
Ｔ
Ｓ
一
覧
﹂
を
参
照

の
こ
と
︒

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

　

国
土
交
通
省
は
１
月
22

日
︑令
和
２
年
度
第
２
回
﹁
事

業
用
自
動
車
に
係
る
総
合
的

安
全
対
策
検
討
委
員
会
﹂（
委

員
長
・
野
尻
俊
明
流
通
経
済

大
学
学
長
）
を
開
催
し
︑
２

年
度
が
計
画
期
間
の
最
終
年

度
と
な
る
﹁
事
業
用
自
動
車

総
合
安
全
プ
ラ
ン
２
０
２
０
﹂

の
改
訂
に
つ
い
て
︑
①
次
期

﹁
事
業
用
自
動
車
総
合
安
全

プ
ラ
ン
﹂
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
︑
②
次
期
プ
ラ
ン
策
定
に

向
け
て
重
点
的
に
検
討
す
べ

き
テ
ー
マ
︑
③
次
期
﹁
事
業

用
自
動
車
総
合
安
全
プ
ラ

ン
﹂
案
︱
︱
に
つ
い
て
検
討

し
た
︒

　

次
期
総
合
安
全
プ
ラ
ン
と

な
る
﹁
事
業
用
自
動
車
総
合

安
全
プ
ラ
ン
２
０
２
５
﹂
に
つ

い
て
は
︑
昨
年
７
月
の
第
１

回
会
議
に
お
い
て
︑
次
期
プ

ラ
ン
の
策
定
に
つ
い
て
議
論

を
開
始
︒
今
回
の
会
議
で
は
︑

新
た
な
事
故
削
減
目
標
や
重

点
施
策
が
盛
り
込
ま
れ
た

﹁
次
期
プ
ラ
ン
案
﹂
の
内
容

に
つ
い
て
議
論
︒
新
た
な
数

値
目
標
と
し
て
︑
事
業
用
自

動
車
全
体
で
︑
令
和
７
年
ま

で
に
①
死
者
数
２
２
５
人
以

下
︑
②
重
傷
者
数
２
１
２
０

人
以
下
︑
③
人
身
事
故
件
数

１
万
６
５
０
０
件
以
下
︑④
飲

酒
運
転
ゼ
ロ
︱
︱
と
設
定
し

た
︒ま
た
︑ト
ラ
ッ
ク
︑バ
ス
︑

タ
ク
シ
ー
の
モ
ー
ド
ご
と
の

目
標
も
設
定
し
て
お
り
︑
事

業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
︑

①
死
者
数
１
９
０
人
以
下
︑

②
重
傷
者
数
１
２
８
０
人
以

下
︑
③
人
身
事
故
件
数
９
１

０
０
件
以
下
︑
④
飲
酒
運
転

ゼ
ロ
︱
︱
と
掲
げ
た
︒
ま
た
︑

今
回
の
プ
ラ
ン
２
０
２
５
か

ら
は
︑
原
因
分
析
に
基
づ
い

て
各
モ
ー
ド
の
特
徴
的
な
事

故
へ
の
対
応
と
し
て
︑
モ
ー

ド
ご
と
の
目
標
を
追
加
し
︑

ト
ラ
ッ
ク
で
は
︑
⑤
追
突
事

故
件
数
３
３
５
０
件
以
下
︱

︱
が
盛
り
込
ま
れ
た
︒

　

プ
ラ
ン
２
０
２
５
で
は
︑
こ

れ
ら
数
値
目
標
実
現
の
た
め

に
当
面
講
ず
べ
き
施
策
と
し

て
︑
①
﹁
新
た
な
日
常
﹂
に

お
け
る
安
全
・
安
心
な
輸
送

サ
ー
ビ
ス
の
実
現
︑
②
抜
本

的
対
策
に
よ
る
飲
酒
運
転
︑

迷
惑
運
転
等
悪
質
な
法
令
違

反
の
根
絶
︑
③
Ｉ
Ｃ
Ｔ
︑
自

動
運
転
等
新
技
術
の
開
発
・

普
及
推
進
︑
④
超
高
齢
社
会

に
お
け
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ

ー
ビ
ス
連
携
強
化
を
踏
ま
え

た
事
故
の
防
止
対
策
︑
⑤
原

因
分
析
に
基
づ
く
事
故
防
止

対
策
の
立
案
と
関
係
者
の
連

携
に
よ
る
安
全
体
質
の
強

化
︑
⑥
道
路
交
通
環
境
の
整

備
︱
︱
を
挙
げ
た
︒

交
通
事
故
に
よ
る
死
者

数
が
初
め
て
３
０
０
０
人

を
下
回
る

令
和
２
年
中
の
交
通
事
故

死
者
数

　

警
察
庁
は
１
月
４
日
︑
令

和
２
年
中
の
交
通
事
故
死
者

数
を
発
表
し
た
︒

　

２
年
中
の
交
通
事
故
死
者

数
（
24
時
間
以
内
）
は
２
８

３
９
人
（
前
年
比
３
７
６
人

減
）
で
︑
４
年
連
続
で
戦
後

最
少
を
更
新
す
る
と
と
も

に
︑
初
め
て
３
０
０
０
人
を

下
回
っ
た
︒

　

月
別
交
通
事
故
死
者
数
で

は
︑
12
月
が
２
９
８
人
と
最

も
多
く
︑
次
い
で
11
月
（
２

８
０
人
）︑10
月（
２
７
３
人
）︑

１
月
（
２
６
２
人
）
の
順
と

な
っ
た
︒

　

都
道
府
県
別
交
通
事
故
死

者
数
で
は
︑
東
京
都
が
１
５

５
人
と
最
も
多
く
︑
次
い
で

愛
知
県
（
１
５
４
人
）︑
北

海
道
（
１
４
４
人
）︑
神
奈

川
県
（
１
４
０
人
）︑
千
葉
県

（
１
２
８
人
）の
順
と
な
っ
た
︒

「
総
合
安
全
プ
ラ
ン
２
０
２
５
」策
定　

　
モ
ー
ド
ご
と
の
数
値
目
標
も
設
定

第
２
回
「
事
業
用
自
動
車
に
係
る
総
合
的

安
全
対
策
検
討
委
員
会
」

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

第2回小規模事業者コロナ時対策委員会（1月
28日、全ト協）

外
間
校
長
（
前
列
右
）
に
レ
プ
リ
カ

キ
ー
を
手
渡
す
宮
城
沖
縄
県
ト
協
青

年
部
協
議
会
会
長
（
同
中
央
）、
上
原

同
副
会
長
（
同
左
）（
1
月
13
日
、
那

覇
工
業
高
校
）

表  第 47回国土幹線道路部会における全ト協からの要望事項
■高速道路料金の引き下げ
①新型コロナウイルス禍における料金制度　※コロナ禍における支援策として国費投入
　・大口・多頻度割引の実質50％以上の割引の適用
　・首都高速道路、阪神高速道路における「車種間比率の激変緩和措置」の延長
②交通流動の最適化および労働環境改善を図る料金制度
　・深夜割引の拡充
　・長距離逓減制の割引の拡充
　・渋滞対策等に資する料金・割引制度の設定
③全国道路ネットワークに共通した料金割引制度
　・本州四国連絡高速道路㈱とNEXCO3社の同一の割引制度の実現

■物流の基盤整備
①�物流を支え、災害からの速やかな復旧・復興を可能とする高速道路ネットワーク整備・充実
　・未供用道路等の「重要物流道路」への追加指定
　・高速道路の暫定2車線区間の4車線化への推進
　・ミッシングリンクの解消
②休憩・休息施設、中継物流拠点の整備・拡充
　・�高速道路のサービスエリア（SA）・パーキングエリア（PA）、道の駅における大型車、特大車用
駐車スペースの整備・拡充

　・シャワー施設等、休憩・休息施設の充実
　・中継物流拠点（コネクトエリア）の設置箇所拡大

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
、
同
会
議
は
Ｗ
Ｅ

Ｂ
で
の
開
催
と
な
っ
た

全
ト
協
か
ら
の
要
望
事
項
に
つ
い
て

説
明
を
行
う
寺
岡
副
会
長
㊨

国
費
投
入
に
よ
る「
大
口
・
多
頻
度

割
引
実
質
50
％
以
上
の
割
引
適
用
」

な
ど
を
要
望

第
47
回
国
土
幹
線
道
路
部
会
ヒ
ア
リ
ン
グ
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

「全国トラック事業グループ保険」
「全国トラック事業生活習慣病保障プラン」

いつでもお申込みが可能!

人材確保のため福利厚生の充実を！

ご加入の際には、パンフレットにて詳細を必ずご確認ください。

公益社団法人 全日本トラック協会
事務委託　日本貨物運送協同組合連合会　TEL 03-3355-2035

引受保険会社
大樹生命保険株式会社　住友生命保険相互会社

　
﹁
ト
ラ
ッ
ク

タ
イ
ヤ
の
位
置

を
交
換
す
る

時
︑
ど
の
よ
う

な
目
安
で
行
う

と
最
大
の
効
果
が
得
ら
れ
る
の
か
﹂
と
よ
く

問
わ
れ
ま
す
︒
位
置
交
換
の
目
的
は
︑
ど
ん

な
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
で
も
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な

い
︑﹁
前
輪
タ
イ
ヤ
の
偏
摩
耗
を
改
善
す
る
こ

と
﹂
で
す
︒

　

６
本
す
べ
て
同
じ
サ
イ
ズ
の
タ
イ
ヤ
が
装
着

さ
れ
た
小
型
ト
ラ
ッ
ク
を
例
に
出
し
て
み
ま
し

ょ
う
︒
タ
イ
ヤ
外
側
の
接
地
面
を
﹁
外
溝
ブ
ロ

ッ
ク
﹂︑内
側
の
接
地
面
を
﹁
内
溝
ブ
ロ
ッ
ク
﹂

と
し
ま
す
︒
前
輪
タ
イ
ヤ
に
は
︑﹁
内
溝
ブ
ロ

ッ
ク
よ
り
外
溝
ブ
ロ
ッ
ク
の
方
が
摩
耗
し
や
す

く
︑
さ
ら
に
左
の
前
輪
タ
イ
ヤ
が
激
し
く
摩

速
く
摩
耗
す
る﹁
内

・
内
﹂
の
摩
耗
形

態
も
存
在
し
ま
す
︒
新
品
タ
イ
ヤ
装
着
後
︑
約

１
万
㌔
㍍
走
行
し
て
も
外
溝
ブ
ロ
ッ
ク
が
摩
耗

し
な
い
場
合
は
︑
ハ
ン
ド
ル
を
左
右
ど
ち
ら
か

に
切
っ
て
︑
目
視
で
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
︒

　

新
車
の
ト
ラ
ッ
ク
が
納
車
さ
れ
た
ら
︑
ど
の

摩
耗
形
態
を
取
る
タ
イ
プ
な
の
か
を
見
て
い
く
こ

と
が
︑最
大
の
﹁
偏
摩
耗
予
防
﹂
に
な
り
ま
す
︒

も
ち
ろ
ん
︑
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
が
適
正
で
あ
る

こ
と
が
前
提
で
す
︒

　

こ
の
よ
う
に
︑
タ
イ
ヤ
の
偏
摩
耗
点
検
は
い

ま
だ
に
﹁
人
の
目
﹂
が
頼
り
な
わ
け
で
す
が
︑

昨
年
末
︑
世
界
を
驚
か
せ
る
新
技
術
が
公
開
さ

れ
ま
し
た
︒

　

フ
ラ
ン
ス
の
タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
ミ
シ
ュ

ラ
ン
が
︑﹁
細
い
線
状
の
電
子
チ
ッ
プ
を
内
蔵
し
︑

空
気
圧
だ
け
で
な
く
摩
耗
状
態
ま
で
計
測
で
き

る
タ
イ
ヤ
﹂
を
発
表
し
た
の
で
す
︒
し
か
も
︑

耗
す
る
﹂と
い
う
特
徴
的
な
傾
向
が
あ
る
の
で
す
︒

　

左
前
輪
の
外
溝
ブ
ロ
ッ
ク
と
右
前
輪
の
外
溝
ブ

ロ
ッ
ク
が
大
き
く
摩
耗
し
て
い
く
の
で
︑
こ
の
摩

耗
形
態
を
﹁
外
・
外
﹂
と
し
ま
す
︒
今
ま
で
の

経
験
か
ら
言
え
ば
︑
小
型
に
限
ら
ず
︑
中
型
︑

大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
多
く
が
こ
の
﹁
外
・
外
﹂
タ
イ

プ
で
す
︒

　

こ
の
傾
向
か
ら
︑
偏
摩
耗
が
発
生
し
に
く
い

後
輪
タ
イ
ヤ
の
外
溝
ブ
ロ
ッ
ク
と
見
比
べ
︑
前
輪

タ
イ
ヤ
に
大
き
な
摩
耗
差
が
出
て
き
た
ら
︑
タ

イ
ヤ
の
位
置
交
換
を
行
い
ま
す
︒

　

右
周
り
や
右
折
が
多
い
な
ど
︑
ト
ラ
ッ
ク
の

運
行
経
路
が
偏
っ
て
い
る
場
合
︑
左
前
輪
タ
イ

ヤ
は
外
溝
ブ
ロ
ッ
ク
︑
右
前
輪
タ
イ
ヤ
は
内
側
ブ

ロ
ッ
ク
が
速
く
摩
耗
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す（﹁
外

・
内
﹂）︒
ま
た
︑
特
殊
な
ケ
ー
ス
と
し
て
︑
左

右
の
前
輪
タ
イ
ヤ
と
も
に
内
側
ブ
ロ
ッ
ク
の
方
が

す
で
に
量
産
体
制
に
入
っ
て
お
り
︑
２
０
２
３
年

ま
で
に
は
乗
用
車
用
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
用
ま
で
︑

す
べ
て
の
新
品
タ
イ
ヤ
に
こ
の
チ
ッ
プ
が
内
蔵
さ

れ
ま
す
︒

　

こ
の
内
蔵
チ
ッ
プ
に
よ
り
︑

タ
イ
ヤ
の
鮮
度
把
握
も
容
易

に
な
る
で
し
ょ
う
︒
特
に
ス
タ

ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
鮮
度
は
重

要
な
安
全
指
標
で
す
か
ら
︑

頻
発
す
る
雪
道
の
立
ち
往
生

の
予
防
効
果
も
期
待
で
き
ま

す
︒

　

こ
の
内
蔵
チ
ッ
プ
が
す
べ
て

の
タ
イ
ヤ
に
普
及
し
︑
測
定

能
力
が
向
上
し
て
い
け
ば
︑

将
来
的
に
は
ナ
ッ
ト
の
緩
み
ま

で
分
か
る
よ
う
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
︒
ま
さ
に
イ
ン
テ
リ

ジ
ェ
ン
ト
・
タ
イ
ヤ
︒
こ
の
技

術
の
さ
ら
な
る
進
化
と
普
及

に
︑心
か
ら
期
待
し
た
い
で
す
︒

第
1１7
回 

「
世
界
が
注
目
す
る
チ
ッ
プ
入
り
タ
イ
ヤ
」

危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
２
面
）

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
220
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①積雪路凍結路では、ブレーキが効き始めて車が止ま
るまでの制動距離が長くなるために、ブレーキを踏
んでもなかなか止まりません。時速40キロで走行し
ている時、乾燥路では約20メートル程度で止まるこ
とができても、圧雪路では約２倍、氷結路ではさらに
停止距離が延びます。漫然と前車に追従していると、
黄信号で停止しようとした前車に追突する危険があ
ります。したがって、追従する時は、スピードを落とし
前車との車間距離を十分にとっておきましょう。

②交差点とその付近は、交通量が多く発進と停止が繰
り返されることで、雪が踏み固められて氷のように凍
結していることがあります。こうした路面は非常に滑
りやすく、ブレーキのタイミングが遅れると、停止で
きずに赤信号で交差点に進入し、交差車両と衝突す
る危険があります。黄信号になった時はもちろん、黄
信号になりそうな時も早めに減速し、交差点手前で
停止できる態勢をとっておきましょう。ただし、このと
き急ブレーキを踏むとスリップする危険があります
から、ブレーキはソフトに踏んで徐々に減速してくだ
さい。

③この場面では、横断歩道のそばに歩行者が見えます。
自車が止まり切れず交差点に進入した場合、歩行者
と衝突する危険があります。冬道の圧雪路では、停止

①黄信号で停止した前車に追突する危険があります
（図１）。

②停止しようとブレーキを踏んだものの圧雪路面の
ために停止できず、交差点に進入して交差車両と
衝突する危険があります（図2）。

③交差点手前で止まり切れず、青信号で横断してき
た歩行者と衝突する危険があります（図3）。

　あなたは、踏み固められた圧雪路を前車に
追従して走行しています。前方の交差点の信
号が黄色に変わりました。この場面にはどの
ような危険がありますか。また、危険を避ける
ためにはどのような運転をすればよいでしょ
うか。考えてみましょう。

図１

図２

図３

距離が予想以上に延びることを踏まえて、スピ
ードを抑える、いつも以上の車間距離をとる、
早めの減速を徹底するなどして、慎重に運転し
ましょう。

月
末
ま
で
現
行
措
置
が
延
長

さ
れ
る
︒
緊
急
事
態
宣
言
が

２
月
７
日
に
解
除
さ
れ
た
場

合
は
︑
３
月
末
ま
で
現
行
措

置
が
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
︒

　

ま
た
︑
緊
急
事
態
宣
言
が

全
国
で
解
除
さ
れ
た
月
の
翌

々
月
か
ら
２
か
月
間
の
措
置

と
し
て
︑
別
掲
の
よ
う
な
措

置
を
講
ず
る
と
発
表
し
た
︒

　

な
お
︑こ
れ
ら
の
措
置
は
︑

厚
労
省
令
改
正
後
に
講
じ
ら

れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
︒

雇
調
金
特
例
措
置
等
を

延
長緊急

事
態
宣
言
解
除
の
翌
月

末
ま
で
現
行
措
置
を
延
長

　

厚
生
労
働
省
は
１
月
22

日
︑
雇
用
調
整
助
成
金
の
特

例
措
置
等
の
延
長
等
に
関
す

る
政
府
方
針
を
発
表
し
た
︒

　

雇
用
調
整
助
成
金
・
緊
急

雇
用
安
定
助
成
金
︑
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

休
業
支
援
金
・
給
付
金
に
つ

い
て
は
︑
緊
急
事
態
宣
言
が

全
国
で
解
除
さ
れ
た
月
の
翌

福
井
県
内
で
の
集
中
降
雪

・
大
規
模
車
両
滞
留
を
受

け
対
応
策
を
取
り
ま
と
め

荷
主
へ
の
広
報
強
化
な
ど

盛
り
込
む

　

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整

備
局
と
中
日
本
高
速
道
路
㈱

（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
）
金

沢
支
社
は
１
月
25
日
︑
同
月

７
日
か
ら
の
福
井
県
内
で
の

集
中
降
雪
を
踏
ま
え
た
今
後

の
対
応
を
ま
と
め
た
︒

　

今
回
の
集
中
降
雪
で
は
︑

北
陸
自
動
車
道
で
約
１
６
０

０
台
の
車
両
滞
留
が
発
生
し

た
︒
ま
た
︑
北
陸
道
武
生
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）

~
加
賀
Ｉ
Ｃ
の
通
行
止
め
に

よ
り
︑
並
行
す
る
国
道
８
号

に
交
通
が
集
中
︒
渋
滞
や
︑

ス
タ
ッ
ク
車
両
を
起
因
と
す

る
滞
留
車
両
が
発
生
し
た
︒

　

同
事
案
の
発
生
を
受
け
︑

福
井
県
や
福
井
県
警
本
部
︑

福
井
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
︑
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
︑
国
交
省

な
ど
で
構
成
さ
れ
る
﹁
福
井

県
冬
期
道
路
情
報
連
絡
室
臨

時
会
議
﹂
を
開
催
し
︑
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
検
討
︒

　

今
後
︑
早
急
に
行
う
対
応

は
別
掲
の
通
り
︒
⑤
の
﹁
広

報
︑
情
報
提
供
﹂
で
は
︑
大

雪
に
伴
う
緊
急
発
表
等
の
広

報
が
不
足
し
て
い
た
こ
と
か

ら
︑﹁
広
報
手
段
の
多
様
化
︑

具
体
化
︑
多
頻
度
化
﹂
を
図

る
ほ
か
︑
荷
主
に
対
し
て
十

分
な
広
報
が
行
え
て
い
な
か

っ
た
こ
と
か
ら
︑
ラ
ジ
オ
の

緊
急
放
送
枠
な
ど
様
々
な
手

段
を
活
用
し
︑
荷
主
側
に
対

す
る
協
力
の
お
願
い
を
繰
り

返
し
行
う
な
ど
︑﹁
荷
主
へ
の

広
報
の
強
化
﹂
な
ど
も
盛
り

込
ん
だ
︒
同
省
と
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ

Ｏ
中
日
本
で
は
︑
同
対
応
策

を
確
実
に
実
施
す
る
な
ど
︑

今
後
の
大
雪
時
の
対
応
に
万

全
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と

し
て
い
る
︒

�

使
用
限
度
を
超
え
た
冬
用

タ
イ
ヤ
の
使
用
を
規
制

「
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」
で
タ

イ
ヤ
溝
の
深
さ
の
確
認
を

　

国
土
交
通
省
は
１
月
26
日
︑

﹁
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
輸

送
安
全
規
則
の
解
釈
及
び
運

用
に
つ
い
て
﹂の
一
部
を
改
正
︑

同
日
に
公
布
・
施
行
し
︑
雪

道
走
行
時
に
お
け
る
冬
用
タ

イ
ヤ
の
安
全
性
の
確
認
の
実

施
を
義
務
付
け
た
︒

　

昨
年
末
以
来
の
大
雪
に
よ

り
︑
関
越
自
動
車
道
や
北
陸

自
動
車
道
に
お
い
て
︑
多
く

の
大
型
車
両
が
路
上
に
滞
留

す
る
事
案
が
発
生
︒
そ
れ
を

受
け
て
︑
本
改
正
の
実
施
に

踏
み
切
る
こ
と
と
な
っ
た
︒

　

改
正
の
概
要
は
次
の
通
り
︒

・
整
備
管
理
者
は
︑
雪
道
を

走
行
す
る
自
動
車
の
タ
イ
ヤ

に
つ
い
て
︑
溝
の
深
さ
が
タ

イ
ヤ
製
作
者
の
推
奨
す
る
使

用
限
度
よ
り
も
す
り
減
っ
て

い
な
い
こ
と
を
確
認
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
（
溝
深
さ
50

％
を
示
す
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

で
︑
運
行
前
に
必
ず
確
認
す

る
こ
と
）

・
運
行
管
理
者
は
︑
雪
道
を

走
行
す
る
自
動
車
に
つ
い
て
︑

点
呼
の
際
に
前
述
事
項
が
確

認
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　

雪
道
走
行
時
に
お
け
る
冬

用
タ
イ
ヤ
の
安
全
性
の
確
認

の
流
れ
は
図
の
通
り
︒
こ
れ

ら
の
確
認
が
な
さ
れ
ず
に
事

故
を
招
い
た
場
合
は
︑
行
政

処
分
（
整
備
管
理
者
・
運
行

管
理
者
は
解
任
・
資
格
者
証

返
納
の
対
象
と
な
る
可
能
性

が
あ
る
）
を
行
う
こ
と
と
す

る
と
し
て
い
る
︒
な
お
︑
積

雪
・
凍
結
道
路
で
冬
用
タ
イ

ヤ
の
装
着
な
ど
す
べ
り
止
め

の
措
置
を
と
ら
な
い
場
合
︑

法
令
違
反
と
な
る
︒

　

ま
た
︑
同
省
で
は
︑
冬
用

タ
イ
ヤ
の
未
装
着
な
ど
に
よ

り
交
通
渋
滞
等
を
引
き
起
こ

し
た
運
送
事
業
者
に
対
し
て

は
監
査
を
行
い
︑
事
業
者
に

よ
っ
て
講
じ
ら
れ
た
措
置
が

不
十
分
と
判
断
し
た
場
合
に

は
︑
処
分
の
対
象
と
す
る
と

し
て
い
る
︒

　

な
お
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
で
は
︑
今
号
の
﹃
広
報

と
ら
っ
く
﹄
に
﹁
冬
用
タ
イ

ヤ
装
着
等
の
注
意
点
に
関
す

る
チ
ラ
シ
﹂
を
同
封
し
て
︑

周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
る
︒

�

荷
主
団
体
に
対
し
要
請
文

発
出

国
交
・
経
産
・
農
水
の
３
省
連
名

　

国
土
交
通
・
経
済
産
業
・

農
林
水
産
省
の
３
省
は
１
月

28
日
︑
荷
主
関
係
団
体
に
対

し
︑﹁
大
雪
等
異
常
気
象
時

に
お
け
る
輸
送
の
安
全
の
確

保
に
向
け
た
ご
理
解
と
ご
協

力
の
お
願
い
﹂
を
発
出
し
︑

荷
主
団
体
傘
下
会
員
へ
の
周

知
等
に
つ
い
て
協
力
を
要
請

し
た
︒
運
送
事
業
者
が
貨
物

運
送
す
る
に
あ
た
っ
て
は
︑

荷
主
か
ら
の
運
送
時
間
や
運

行
経
路
等
の
指
示
に
基
づ
き

運
送
す
る
必
要
が
あ
り
︑
大

雪
な
ど
の
異
常
気
象
に
よ
る

突
発
的
な
道
路
状
況
の
変
化

が
生
じ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
︑

運
行
中
止
や
経
路
の
変
更
等

を
行
う
場
合
に
は
︑
荷
主
の

承
諾
を
得
る
必
要
が
あ
る
︒

こ
う
し
た
状
況
の
中
︑
昨
今

の
大
雪
時
に
お
い
て
︑
高
速

道
路
や
主
要
国
道
で
大
規
模

な
車
両
の
立
ち
往
生
が
発
生

し
︑
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
滞
留

の
原
因
と
な
っ
た
こ
と
が
確

認
さ
れ
て
お
り
︑
国
交
・
経

産
・
農
水
３
省
は
︑
連
携
し

て
荷
主
へ
の
理
解
と
協
力
を

要
請
す
る
こ
と
が
必
要
と
判

断
し
た
︒
３
省
で
は
大
雪
時

に
お
け
る
物
流
の
あ
り
方
に

つ
い
て
︑
大
雪
な
ど
の
異
常

気
象
に
よ
る
突
発
的
な
事
象

に
よ
り
︑
①
運
送
経
路
の
変

更
や
運
送
中
止
が
必
要
と
な

っ
た
場
合
に
は
協
力
す
る
こ

と
︑
②
運
送
に
支
障
を
来
す

こ
と
が
予
め
予
想
さ
れ
る
場

合
に
は
︑
在
庫
の
積
み
増
し

や
運
送
可
能
域
内
で
の
物
資

の
融
通
を
行
い
︑
ト
ラ
ッ
ク

事
業
者
へ
の
不
要
不
急
の
運

送
依
頼
を
控
え
る
こ
と
︱
︱

を
要
請
し
た
︒

�

﹁
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築

宣
言
﹂
作
成
・
公
表
を
呼

び
か
け

補
助
金
申
請
の
加
点
対
象
に
も

　

経
済
産
業
省
と
中
小
企
業

庁
で
は
︑
大
企
業
と
中
小
企

業
の
共
存
共
栄
の
関
係
の
構

築
を
目
指
す
た
め
︑
事
業
者

に
対
し
て
﹁
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
構
築
宣
言
﹂
の
作
成
・

公
表
を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

経
済
界
・
労
働
界
の
代
表

お
よ
び
関
係
閣
僚
を
メ
ン
バ

ー
と
す
る
﹁
未
来
を
拓
く
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
推
進

会
議
﹂
で
は
︑
①
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

も
踏
ま
え
て
︑
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
へ
の
﹁
取
引

条
件
の
し
わ
寄
せ
﹂
を
防
止

す
る
と
と
も
に
︑
引
き
続
き

下
請
取
引
の
適
正
化
を
進
め

る
︑
②
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

全
体
で
の
付
加
価
値
向
上
の

取
組
や
︑
規
模
・
系
列
等
を

超
え
た
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
新
た
な
連
携

を
促
進
す
る
︱
︱
と
い
っ
た

施
策
に
取
り
組
む
こ
と
を
︑

事
業
者
が
自
主
的
に
宣
言
す

る
﹁
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構

築
宣
言
﹂
へ
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
︒
昨
年
11
月
18

日
に
は
第
２
回
会
議
が
開
催

さ
れ
︑
11
月
時
点
で
運
輸
業

の
事
業
者
23
社
が
宣
言
を
行

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
報
告

さ
れ
た
ほ
か
︑
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
に
向
け
た
大
企
業
と
中
小

企
業
に
よ
る
連
携
事
例
が
紹

介
さ
れ
た
︒
な
お
︑
同
宣
言

の
実
施
は
︑﹁
も
の
づ
く
り
・

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
生
産
性
向

上
促
進
補
助
金
（
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
構
築
型
）﹂﹁
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
合
理
化
等
事
業
者

支
援
事
業
﹂
な
ど
の
補
助
金

を
申
請
す
る
際
に
加
点
措
置

が
受
け
ら
れ
る
︒

　

経
産
省
・
中
企
庁
で
は
各

事
業
者
に
対
し
て
︑
同
宣
言

の
積
極
的
な
作
成
・
公
表
を

呼
び
か
け
て
い
る
︒
詳
細
は
︑

同
宣
言
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を

参
照
の
こ
と
︒

今後早急に行う対応
①渋滞・滞留の発生・長期化
　・�広範囲での予防的・計画的通行止めの実

施
　・北陸道と国道８号の同時通行止めの実施
　・�スタックの未然防止およびスタック発生

後の措置の迅速化
　・関係機関への速やかな応援要請
②正確な情報の把握
　・情報収集要員の専任配置
　・情報収集に必要な機器等の増強、活用
③��現地機関の体制確保と関係機関間の連絡体
制の構築
　・情報連絡室の情報共有の強化
　・沿線自治体首長とのホットラインの構築
　・リエゾンの役割の徹底
④滞留者の救助・支援
　・滞留者の把握の迅速化
　・備蓄の確保、備蓄情報の共有
　・�支援体制の強化（地方整備局現地対策本

部の設置）
　・滞留者への情報提供の強化
⑤広報、情報提供
　・広報手段の多様化、具体化、多頻度化
　・荷主への広報の強化
　・広報体制の強化

図　雪道を走行する場合における冬用タイヤの安全性の確認の流れ
※青字箇所が今回の改正事項

緊急事態宣言が全国で解除された月の翌々月から
２か月間の措置として想定する具体的内容

○原則的な措置
　・�雇用調整助成金等の１人１日当たりの助成額

の上限：13,500 円（現行 15,000 円）
　・�事業主が解雇等を行わず、雇用を維持した場

合の中小企業の助成率：9/10（現行 10/10）

　※�休業支援金等の１人１日当たりの助成額の上
限：9,900 円（現行 11,000 円）

○感染が拡大している地域（※１）・特に業況が
厳しい企業（※２）の雇用維持を支援するた
め、特例を措置（上限額 15,000 円、助成率最
大 10/10）。

※１　内容は追って公表予定
※２　�生産指標（売上等）が前年または前々年の同

期と比べ、最近３か月の月平均値で 30％以
上減少した全国の事業所
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︻
解
説
︼賃
金
の
前
払
い
に
関
し
て
は
︑

労
働
基
準
法
で
は
第
25
条
で
﹁
非
常

時
払
い
﹂
と
し
て
︑﹁
使
用
者
は
︑
労

働
者
が
出
産
︑
疾
病
︑
災
害
そ
の
他

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
非
常
の
場

合
の
費
用
に
充
て
る
た
め
に
請
求
す
る

場
合
に
お
い
て
は
︑
支
払
期
日
前
で
あ

っ
て
も
︑
既
往
の
労
働
に
対
す
る
賃
金

　
最
近
、
賃
金
の
前
払
い
サ
ー
ビ

ス
を
う
た
い
文
句
に
「
給
料
フ
ァ
ク

タ
リ
ン
グ
」（
賃
金
債
権
買
取
業
）

を
営
む
新
手
の
闇
金
融
業
者
が
逮

捕
さ
れ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
新
聞

で
見
ま
し
た
。
そ
こ
で
お
尋
ね
し

た
い
の
で
す
が
、
労
働
基
準
法
上
、

賃
金
の
前
払
い
制
度
等
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
な
取
り
扱
い
に
な
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

 第219回 

労基法上、賃金の前
払い制度等の取り扱

いは
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と

規
定
し
︑
特
別
な
場
合
に
限
り
︑
繰

り
上
げ
支
払
い
を
義
務
付
け
て
い
ま

す
︒
ま
た
︑
労
基
法
施
行
規
則
第
９

条
で
は
︑﹁
出
産
︑
疾
病
︑
災
害
﹂

以
外
の
事
由
と
し
て
︑
①
結
婚
ま
た

は
死
亡
し
た
場
合
︑
②
や
む
を
得
な

い
事
由
に
よ
り
１
週
間
以
上
に
わ
た
っ

て
帰
郷
す
る
場
合
︱
︱
を
挙
げ
て
い

ま
す
︒
そ
し
て
︑
こ
れ
ら
の
事
由
に
は

労
働
者
本
人
の
み
な
ら
ず
︑
労
働
者

の
収
入
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
て
い

る
者
の
場
合
も
含
む
と
し
て
い
ま
す
︒

　

し
た
が
っ
て
︑
使
用
者
は
労
働
者

が
前
記
の
事
由
で
前
払
い
を
求
め
て

き
た
場
合
に
は
そ
れ
に
応
じ
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
が
︑
支
払
い
義
務
が

あ
る
の
は
︑
条
文
で
﹁
既
往
の
労
働

に
対
す
る
賃
金
﹂
と
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
︑
ま
だ
労
務
の
提
供
が
な
さ
れ
て

い
な
い
部
分
に
関
し
て
は
支
払
う
必

要
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

ま
た
︑
前
記
の
事
由
以
外
の
場
合
は

支
払
い
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
︑
使

用
者
が
恩
恵
的
に
支
払
う
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
可
能
で
す
︒

　

な
お
︑
非
常
時
払
い
の
対
象
に
賞

与
が
含
ま
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
︑

賞
与
の
金
額
等
が
す
で
に
確
定
し
請

求
権
と
し
て
確
立
し
て
い
る
も
の
で
あ

れ
ば
︑
賃
金
と
し
て
具
体
化
し
て
い

る
た
め
︑
前
記
非
常
時
払
い
の
適
用

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

　

他
方
︑
賃
金
の
前
払
い
等
と
似
た

ケ
ー
ス
と
し
て
︑
使
用
者
が
︑
労
働

者
に
生
活
費
の
一
部
等
を
貸
し
付
け

る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
︑そ
の
際
に
は
︑

前
借
金
相
殺
の
禁
止
規
定
に
抵
触
し

な
い
よ
う
に
注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
︒
労
基
法
第
17
条
で
︑﹁
使
用

者
は
︑
前
借
金
そ
の
他
労
働
す
る
こ

と
を
条
件
と
す
る
前
貸
の
債
権
と
賃

金
を
相
殺
し
て
は
な
ら
な
い
﹂
と
し
て

い
る
か
ら
で
す
︒
た
だ
し
︑
こ
の
規
定

は
﹁
金
銭
貸
借
関
係
に
基
づ
く
身
分

的
拘
束
関
係
の
発
生
防
止
﹂
が
目
的

で
す
か
ら
︑﹁
明
ら
か
に
身
分
的
拘
束

を
伴
わ
な
い
も
の
﹂
は
問
題
が
な
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
（
昭
和
22
年
９
月
・

発
基
第
17
号
等
）︒
ま
た
︑﹁
貸
付
金

を
賃
金
よ
り
分
割
控
除
す
る
﹂こ
と
も

﹁
そ
の
貸
付
け
の
原
因
︑期
間
︑金
額
︑

金
利
の
有
無
等
を
総
合
的
に
判
断
し

て
労
働
す
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い

な
い
こ
と
が
極
め
て
明
白
な
場
合
﹂

で
あ
れ
ば
可
能
で
す
（
昭
和
23
年
10

月
・
基
発
第
１
５
１
０
号
︑
昭
和
63

年
３
月
・
基
発
第
１
５
０
号
等
）︒

　

な
お
︑
貸
付
金
を
賃
金
か
ら
分
割

控
除
す
る
場
合
に
は
︑
当
然
労
働
者

と
の
事
前
合
意
が
必
要
で
す
か
ら
個

別
の
合
意
文
書
の
作
成
が
必
要
で
す

し
︑
労
使
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め

に
も
︑
賃
金
控
除
に
つ
い
て
︑
労
基

法
第
24
条
に
基
づ
く
賃
金
全
額
払
い

の
例
外
規
定
で
あ
る
労
使
協
定
を
︑

過
半
数
労
働
組
合
ま
た
は
過
半
数
代

表
者
と
締
結
し
て
お
く
必
要
が
あ
る

で
し
ょ
う
（
労
働
基
準
監
督
署
長
へ
の

届
け
出
は
不
要
）︒

Ａ�

出
産
、
疾
病
等
非
常
の
場

合
に
は
既
往
の
労
働
分
を

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

１
月
１
日
号
と
15
日
号
で
は
新

春
特
別
編
と
し
て
︑
標
準
的
運
賃

の
実
現
に
向
け
て
参
考
に
な
る
事

例
を
紹
介
し
た
︒
今
回
は
︑
そ
の

﹁
積
合
せ
編
﹂
で
あ
る
︒

　

こ
の
事
業
者
は
︑
関
東
~
中
部

~
関
西
間
で
積
合
せ
の
幹
線
輸
送

を
専
門
に
行
っ
て
い
る
︒
関
東
の

相
模
原
セ
ン
タ
ー
と
関
西
の
西
宮

セ
ン
タ
ー
は
ク
ロ
ス
ド
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
で
︑
中
部
に
は
豊
田
営
業
所

が
あ
る
︒﹁
車
両
と
ド
ラ
イ
バ
ー

は
豊
田
営
業
所
に
所
属
し
︑
営
業

所
を
中
継
拠
点
に
し
て
ド
ラ
イ
バ

ー
が
交
代
乗
務
す
る
﹂︒
こ
の
よ

う
な
方
式
に
よ
り
︑
ウ
イ
ン
グ
車

を
連
結
し
た
フ
ル
ト
レ
ー
ラ
４
セ

ッ
ト
で
︑
関
東
と
関
西
間
を
昼
夜

１
日
２
回
転
ず
つ
運
行
し
て
い
る
︒

　
﹁
相
模
原
と
西
宮
の
ク
ロ
ス
ド
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
に
荷
主
側
が
荷
物
を

持
ち
込
む（
着
地
は
引
き
取
り
）︒

ク
ロ
ス
ド
ッ
ク
セ
ン
タ

ー
で
は
混
載
す
る
荷
物

の
組
み
合
わ
せ
な
ど
を

決
め
︑
積
み
替
え
作
業

を
行
う
﹂︒
幹
線
輸
送

の
ト
レ
ー
ラ
は
前
車

（
け
ん
引
）
の
積
載
容

積
が
65
・
２
㎥
で
︑
後

車
（
被
け
ん
引
）
が
57

・
２
㎥
︒
後
車
は
連
結

部
分
の
構
造
上
︑
低
床
で
は
な

い
の
で
積
載
容
積
が
少
な
い
︒

積
合
せ
輸
送
に
よ
る
直
近
３
か

月
間
（
昨
年
10
~
12
月
）
の
平

均
積
載
率
は
60
％
弱
で
あ
っ
た
︒

　

で
は
︑
こ
の
場
合
で
は
ど
の

よ
う
に
標
準
的
運
賃
を
適
用
す

る
の
か
︒﹁
荷
物

の
単
位
と
し
て

基
準
的
な
容
積

を
決
め
た
﹂︒
パ

レ
ッ
ト
積
み
な

ら
１
・
１
パ
レ
ッ

ト
で
高
さ
も
１

・
１
m
︑
段
ボ

ー
ル
の
荷
物
な

ら
１
m
×
１
m

×
１
m
で
１

㎥
︑
重
量
は
３

０
０
㎏
で
︑
そ

の
荷
物
を
１
㎞

運
ん
で
い
く
ら
︑

と
い
う
運
賃
だ
︒

次
に
﹁
セ
ン
タ

ー
で
の
積
み
替

え
作
業
な
ど
の
コ
ス
ト
も
含
め

て
︑
標
準
的
運
賃
の
算
出
方
法

に
基
づ
い
て
１
運
行
当
た
り
の

運
賃
を
計
算
︒
さ
ら
に
︑
平
均

積
載
率
に
基
づ
い
て
基
準
容
積

（
１
㎥
）
当
た
り
の
運
賃
を
算

出
す
る
﹂︒

　

同
社
で
は
積
載
率
向
上
の
た
め

に
︑
こ
れ
ま
で
も
１
㎥
と
い
う
基

準
的
な
容
積
へ
の
荷
姿
の
変
更
を

荷
主
に
求
め
て
き
た
︒
標
準
的
運

賃
を
適
用
す
る
こ
と
が
目
的
で
は

な
か
っ
た
の
で
あ
る
︒
だ
が
︑
実

際
に
は
基
準
的
容
積
が
当
て
は
ま

ら
な
い
荷
物
が
ま
だ
ま
だ
多
い
︒

そ
こ
で
﹁
基
準
的
容
積
へ
の
切
り

替
え
を
誘
導
す
る
た
め
︑
標
準
的

運
賃
と
連
動
さ
せ
な
が
ら
ポ
イ
ン

ト
制
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
導
入

し
て
い
る
﹂︒
荷
姿
を
基
準
容
積

に
切
り
替
え
れ
ば
ポ
イ
ン
ト
が
つ

き
︑
ポ
イ
ン
ト
数
が
運
賃
に
反
映

す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
︒

　

同
事
例
は
︑
積
合
せ
輸
送
で
も

特
積
み
の
よ
う
に
荷
主
が
多
数
で

は
な
い
︒
契
約
し
て
い
る
数
社
の

取
引
先
の
荷
物
の
積
合
せ
で
︑
か

つ
幹
線
輸
送
だ
け
だ
︒
し
た
が
っ

て
︑
荷
姿
の
統
一
な
ど
も
し
や
す

い
と
い
う
条
件
に
あ
る
︒
だ
が
︑

積
合
せ
輸
送
へ
の
標
準
的
運
賃
の

適
用
の
参
考
に
は
な
る
は
ず
だ
︒

　

な
お
︑
同
社
で
は
︑
後
車
の
積

載
量
を
増
や
す
た
め
︑
カ
プ
ラ
ー

の
部
分
以
外
を
低
床
に
し
た
ウ
イ

ン
グ
車
の
段
付
き
ト
レ
ー
ラ
を
開

発
︒
後
車
の
容
積
を
65
・
４
㎥
に

増
や
し
︑
２
月
１
日
か
ら
稼
働
を

始
め
て
い
る
︒

第
271
回

基準容積を設定した積合せ標準的運賃

届
け
し
て
い
ま
す
︒
鶏
肉
の

主
産
地
で
あ
る
宮
崎
県
︑
鹿

児
島
県
︑
岩
手
県
で
生
産
を

行
っ
て
い
ま
す
が
︑
生
産
者

の
方
が
大
切
に
育
て
た
鶏
を

大
消
費
地
で
あ
る
関
東
圏
・

関
西
圏
に
運
ぶ
た
め
に
は
︑

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
頼
ら
な
け

れ
ば
大
量
か
つ
安
定
的
に
商

品
輸
送
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
︒
し
か
し
︑
鶏
肉
消

費
量
が
伸
び
る
一
方
で
︑
国

民
生
活
や
企
業
活
動
に
不
可

欠
な
物
流
の
担
い
手
で
あ
る

長
距
離
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
は

極
め
て
深
刻
で
︑
こ
の
ま
ま

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
が
続
け
ば

将
来
的
に
安
定
し
た
輸
送
手

段
の
確
保
が
危
う
い
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
し
た
﹂

（
野
瀬
浩
徳
執
行
役
員
企
画

開
発
部
長
）

パ
レ
ッ
ト
の
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

の
ア
ー
ム
挿
入
口
に
︑
新
た

に
開
発
し
た
フ
レ
ー
ム
を
差

し
込
ん
で
組
み
立
て
︑
パ
レ

ッ
ト
を
２
段
積
載
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
（
写
真
㊧

・
５
面
参
照
）︒

　

従
来
は
︑
１
パ
レ
ッ
ト
に

商
品
が
梱
包
さ
れ
た
段
ボ
ー

ル
を
７
~
８
段
積
み
上
げ
て

い
た
も
の
を
︑
同
じ
商
品
で

も
１
段
当
た
り
５
段
（
６
０

０
㌔
㌘
）
と
し
て
２
段
の
パ

レ
ッ
ト
で
︑
２
倍
（
１
２
０
０

㌔
㌘
）
積
載
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
っ
た
︒

　

こ
の
た
め
︑
大
型
ト
ラ
ッ

ク
単
車
で
は
︑
最
大
積
載
量

が
12
㌧
で
あ
っ
た
も
の
が
︑

ト
レ
ー
ラ
に
は
24
㌧
積
載
で

き
る
た
め
︑
台
数
削
減
が
可

能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
︒

　

こ
の
２
段
枠
の
使
用
に
つ
い

て
は
︑
積
載
効
率
が
２
倍
に

な
っ
た
利
点
に
加
え
て
︑
輸

送
品
質
が
向
上
す
る
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
も
生
じ
た
︒

　

２
段
枠
に
し
た
こ
と
か
ら
︑

高
積
み
が
必
要
な
く
な
っ
た

た
め
に
︑
段
ボ
ー
ル
の
つ
ぶ

れ
が
減
少
し
た
︒

　

さ
ら
に
︑
２
段
枠
の
使
用

で
︑
パ
レ
ッ
ト
間
に
適
度
な

空
間
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
︑

庫
内
の
冷
気
が
効
率
よ
く
循

環
す
る
こ
と
で
︑
庫
内
の
冷

気
の
ム
ラ
も
な
い
︒

　

全
農
チ
キ
ン
フ
ー
ズ
㈱
の

食
品
工
場
は
︑
宮
崎
県
︑
鹿

児
島
県
︑
岩
手
県
に
存
在
す

る
︒
各
工
場
に
は
契
約
農
場

ま
た
は
直
営
農
場
で
飼
育
さ

れ
た
鶏
が
入
荷
し
︑
そ
こ
で

食
肉
へ
処
理
・
加
工
さ
れ
る
︒

食
品
工
場
か
ら
は
︑宮
崎
県
︑

鹿
児
島
県
で
は
南
九
州
地
方

の
協
力
物
流
事
業
者
が
︑
ま

た
︑
岩
手
県
で
は
東
北
地
方

の
協
力
物
流
事
業
者
が
そ
れ

ぞ
れ
の
消
費
地
へ
の
輸
送
を

担
っ
て
い
る
︒

　

今
回
の
取
り
組
み
は
︑
国

内
で
も
鶏
肉
の
一
大
生
産
拠

点
で
あ
る
宮
崎
県
︑
鹿
児
島

県
の
生
産
拠
点
か
ら
︑
消
費

地
へ
の
輸
送
に
つ
い
て
の
物
流

改
善
を
行
っ
た
︒

　

同
社
の
物
流
改
善
は
主

に
︑
①
大
型
（
10
㌧
）
ト
ラ

ッ
ク
か
ら
ト
レ
ー
ラ
へ
の
変

更
︑
②
手
積
み
か
ら
パ
レ
ッ

ト
輸
送
化
︑
③
２
段
枠
を
使

用
し
た
車
両
へ
の
積
み
込
み
︑

④
２
次
配
送
拠
点
の
使
用
︱

︱
の
４
点
で
あ
り
︑
こ
れ
に

伴
っ
て
﹁
一
貫
パ
レ
チ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
の
確
立
﹂
と
﹁
フ
ェ
リ
ー

利
用
の
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
の

推
進
﹂︑
そ
し
て
︑
出
荷
工

場
で
の
施
設
の
改
良
工
事
や

２
次
配
送
拠
点
の
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
る
︒

　

同
社
は
︑﹁
ホ
ワ
イ
ト
物

流
﹂
推
進
運
動
の
趣
旨
に
賛

同
し
︑
別
掲
の
通
り
取
り
組

む
こ
と
を
宣
言
し
︑
同
宣
言

に
則
っ
て
各
種
対
策
を
展
開

し
た
︒

　

こ
の
推
進
運
動
へ
の
参
加

に
あ
た
っ
て
は
︑
生
産
工
場

や
生
産
地
か
ら
消
費
地
へ
の

輸
送
を
担
当
す
る
物
流
事
業

者
な
ど
と
の
検
討
を
積
み
重

ね
て
き
て
お
り
︑
そ
の
根
底

に
は
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
が

抱
え
る
現
状
と
課
題
か
ら
︑

近
い
将
来
︑
安
定
的
に
商
品

が
運
べ
な
く
な
る
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
﹁
物
流
崩
壊
﹂

へ
の
危
機
感
が
あ
っ
た
︒

　
﹁
弊
社
で
は
︑
Ｊ
Ａ
グ
ル

ー
プ
の
一
員
と
し
て
あ
く
ま

で
国
産
に
こ
だ
わ
り
︑ 

生
鳥

飼
育
~
鶏
肉
処
理
加
工
~
物

流
・
保
管
ま
で
品
質
管
理
を

行
い
︑
食
卓
に
﹃
安
心
・
美

味
・
新
鮮
﹄
な
チ
キ
ン
を
お

　

同
社
の
取
り
組
み
の
大
き

な
柱
の
一
つ
は
︑
大
消
費
地
へ

の
輸
送
を
︑
単
車
の
い
わ
ゆ

る
大
型
ト
ラ
ッ
ク
（
最
大
積

載
重
量
12
㌧
）
で
の
輸
送
か

ら
︑連
結
車
の
ト
レ
ー
ラ
（
同

26
・
５
㌧
）
で
の
輸
送
へ
切

り
替
え
た
こ
と
で
あ
る
︒

　

こ
の
ト
レ
ー
ラ
輸
送
へ
の

切
り
替
え
を
可
能
に
し
た
の

は
︑﹁
２
段
枠
﹂と
呼
ば
れ
る
︑

輸
送
効
率
に
資
す
る
新
兵
器

を
導
入
し
た
こ
と
で
あ
る
︒

こ
の
２
段
枠
は
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
が
開
発
・
提
案

し
て
製
品
化
さ
れ
た
も
の
で
︑

「
ホ
ワ
イ
ト
物
流
」推
進
運
動
で
自
主
行
動
宣
言

「
ホ
ワ
イ
ト
物
流
」推
進
運
動
で
自
主
行
動
宣
言

事
業
継
続
の
た
め
の
物
流
改
革
へ
着
手

事
業
継
続
の
た
め
の
物
流
改
革
へ
着
手

大
型
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
ト
レ
ー
ラ
輸
送
へ
切
り
替
え

大
型
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
ト
レ
ー
ラ
輸
送
へ
切
り
替
え

「
２
段
枠
」を
使
用
し
輸
送
効
率
向
上

「
２
段
枠
」を
使
用
し
輸
送
効
率
向
上

冷
気
の
好
循
環
や
箱
つ
ぶ
れ
防
止
な
ど

冷
気
の
好
循
環
や
箱
つ
ぶ
れ
防
止
な
ど

輸
送
品
質
向
上
に
メ
リ
ッ
ト

輸
送
品
質
向
上
に
メ
リ
ッ
ト

野瀬　浩徳
執行役員企画開発部長

「生産性の高い物流」と「働き方改革の実現」の「生産性の高い物流」と「働き方改革の実現」の
両立に向けて両立に向けて

荷主・納品先企業・物流事業者が理解・協力荷主・納品先企業・物流事業者が理解・協力

　トラックドライバー不足が深刻になっていることに対応し、国民生活や産業
活動に必要な物流を安定的に確保するとともに、経済の成長に役立つことを目
的として、「トラック輸送の生産性の向上・物流の効率化」「女性や 60 代の運
転者等も働きやすいより『ホワイト』な労働環境の実現」に取り組む運動。
　トラック運転者不足の深刻化の背景には、出荷元・納品先での待ち時間が長
いことによる長時間労働や、積み込み・積み降ろし等荷役作業の肉体的負担な
どがある。これら荷待ち時間や荷役作業時間の長さ、荷役作業の負担改善には、
出荷元や納品先での物流業務を効率化することが欠かせないため、物流事業者
と荷主企業や納品先企業等の物流利用者が相互理解の下に連携して、物流の効
率化や生産性向上に向けての取り組みを広げていくことが求められている。

全農チキンフーズ㈱の「ホワイト物流」推進運動全農チキンフーズ㈱の「ホワイト物流」推進運動
自 主 行 動 宣 言自 主 行 動 宣 言

（取組方針）
・�事業活動に必要な物流の持続的・安定的な確保を経営課題として認識
し、生産性の高い物流と働き方改革の実現に向け、取引先や物流事業
者等の関係者との相互理解と協力のもとで、物流の改善に取り組みま
す。

（法令遵守への配慮）
・�法令違反が生じる恐れがある場合の契約内容や運送内容の見直しに適
切に対応するなど、取引先の物流事業者が労働関係法令・貨物自動車
運送事業関係法令を遵守できるよう、必要な配慮を行います。

（契約内容の明確化・遵守）
・�運送及び荷役、検品等の運送以外の役務に関する契約内容を明確化す
るとともに、取引先や物流事業者等の関係者の協力を得つつ、その遵
守に努めます。

▷取組項目と取組内容
１・物流の改善提案と協力（分類番号A-1）
取引先や物流事業者から、荷待ち時間や運転者の手作業での荷卸し
の削減、附帯作業の合理化等について要請があった場合は、真摯に
協議に応じるとともに、自らも積極的に提案します。

２・パレット等の活用（分類番号A-3）
パレット、カゴ台車、折りたたみコンテナ、通い箱等を活用し、荷
役時間を削減します。

３・集荷先や配送先の集約（分類番号A-6）
トラック運転者の拘束時間を短縮するため、物流事業者から集荷先
や配送先の集約について相談があった場合は、真摯に協議に応じま
す。

４・船舶や鉄道へのモーダルシフト（分類番号A-14）
長距離輸送について、トラックからフェリー、ＲＯＲＯ船や鉄道の
利用への転換を行います。この際に、運送内容や費用負担について
も必要な見直しを行います。

５・物流システムや資機材の標準化（分類番号A-17）
取引先や物流事業者から、データ・システムの仕様やパレットの規
格等の標準化について要請があった場合は、真摯に協議に応じると
ともに、自らも積極的に提案します。

６・契約の相手方を選定する際の法令遵守状況の考慮（分類番号C-1）
契約する物流事業者を選定する際には、関係法令の遵守状況を考慮
します。

コラム「『ホワイト物流』推進運動とは」

　

全
農
チ
キ
ン
フ
ー
ズ
株
式
会
社
（
山
下
武
彦
代
表

取
締
役
社
長
）
は
︑
国
内
産
鶏
肉
の
生
産
か
ら
処
理

・
加
工
︑
販
売
ま
で
一
貫
し
て
手
掛
け
る
全
国
農
業

協
同
組
合
連
合
会
（
全
農
）
の
グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ

る
︒
同
社
の
食
鳥
の
生
産
地
は
︑宮
崎
県
︑鹿
児
島
県
︑

岩
手
県
の
３
県
に
あ
り
︑
同
３
県
で
の
生
鳥
飼
育
︑

鶏
肉
処
理
・
加
工
を
行
う
と
と
も
に
︑
物
流
︑
保
管

ま
で
品
質
管
理
を
行
い
︑
協
力
物
流
事
業
者
と
と
も

に
全
国
の
食
卓
に
製
品
を
届
け
て
い
る
︒

　

同
社
で
は
︑大
消
費
地
へ
の
製
品
輸
送
に
つ
い
て
︑

平
成
31
年
３
月
か
ら
︑パ
レ
ッ
ト
を
２
段
積
み
で
き
る

﹁
２
段
枠
﹂
の
活
用
と
ト
レ
ー
ラ
の
活
用
に
よ
る
輸

送
効
率
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
の
労
働
環
境
に
お
い
て
も
労
働
時
間
の
短
縮

と
省
力
化
を
実
現
し
た
︒

　
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
︑
国
土
交
通
省
な
ど
が
進

め
る
﹁
ホ
ワ
イ
ト
物
流
﹂
推
進
運
動
の
自
主
行
動
宣

言
に
基
づ
い
た
︑
荷
主
企
業
で
あ
る
同
社
の
持
続
可

能
な
物
流
改
善
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
取
材
し
た
︒

荷主企業・全農チキンフーズ㈱の荷主企業・全農チキンフーズ㈱の
「ホワイト物流」への取り組み「ホワイト物流」への取り組み

ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時
間
短
縮
・
省
力
化
を
実
現

「
２
段
枠
」と「
ト
レ
ー
ラ
」で
大
幅
な
輸
送
効
率
化

「
２
段
枠
」と「
ト
レ
ー
ラ
」で
大
幅
な
輸
送
効
率
化

◆◆  

持
続
可
能
な
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
向
け
て

持
続
可
能
な
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
向
け
て  

◆◆

「ホワイト物流」
特集
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①
輸
送
用
パ
レ
ッ
ト
の
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
の
フ
ォ
ー
ク
差
込
口
へ
２
段
枠

の
下
部
部
品
を
取
り
付
け
る
、
②

下
部
部
品
を
結
合
さ
せ
る
よ
う
に
、

上
部
部
品
を
取
り
付
け
る
、
③
２

段
枠
が
組
み
立
て
上
が
れ
ば
、
上

段
に
も
パ
レ
ッ
ト
が
積
載
可
能
で

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
で
ト
レ
ー
ラ
庫
内

に
積
載
す
る
。
④
パ
レ
ッ
ト
は
横

に
２
列
積
載
す
る
こ
と
が
可
能

「
２
段
枠
の
利
用
方
法
」

　

ト
レ
ー
ラ
化
に
よ
る
物
流

改
善
で
は
︑
環
境
問
題
へ
の

対
応
に
も
メ
リ
ッ
ト
を
得
て

い
る
︒
宮
崎
港
か
ら
兵
庫
県

・
神
戸
港
の
間
を
宮
崎
カ
ー

フ
ェ
リ
ー（
写
真
）で
︑ま
た
︑

福
岡
県
・
門
司
港
か
ら
大
阪

府
・
南
港
の
間
を
名
門
大
洋

フ
ェ
リ
ー
を
利
用
し
て
ヘ
ッ
ド

レ
ス
輸
送
を
取
り
入
れ
︑
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
を
約
30
％
削
減
︒

環
境
負
荷
の
少
な
い
海
上
輸

送
を
一
定
以
上
の
割
合
で
利

用
し
︑
環
境
対
策
に
貢
献
し

た
企
業
と
し
て
同
社
と
協
力

会
社
の
㈱
マ
キ
タ
運
輸
（
本

社
・
宮
崎
県
都
城
市
︑
牧
田

信
良
社
長
）
が
﹁
エ
コ
シ
ッ

プ
マ
ー
ク
認
定
制
度
﹂
の
認

定
を
受
け
る
予
定
だ
︒

　

ト
レ
ー
ラ
の
パ
レ
ッ
ト
輸

送
に
あ
た
り
︑
ト
レ
ー
ラ
１

台
で
は
40
枚
の
パ
レ
ッ
ト
と

２
段
枠
20
基
を
使
用
し
て
運

行
し
て
い
る
た
め
︑
パ
レ
ッ

ト
の
管
理
は
必
須
で
あ
る
︒

　

ト
レ
ー
ラ
に
よ
る
２
段
枠

を
活
用
し
た
パ
レ
ッ
ト
輸
送

を
支
え
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
の
労
働
環
境
改
善
・
省

力
化
促
進
の
た
め
に
も
︑
パ

レ
チ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
体
制
の
確

立
は
重
要
で
︑
さ
ら
な
る
シ

ス
テ
ム
向
上
の
た
め
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
︒

◇　

◇　

◇

　

最
後
に
︑
同
社
の
持
続
可

能
な
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
︑

今
後
の
展
望
を
聞
い
た
︒

　
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
で
は

２
０
２
４（
令
和
６
）年
か
ら
︑

９
６
０
時
間
の
時
間
外
労
働

の
罰
則
付
き
上
限
規
制
が
始

ま
る
な
ど
︑
改
善
基
準
告
示

規
制
と
と
も
に
︑
い
っ
そ
う

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労

働
時
間
縮
減
が
求
め
ら
れ
ま

す
︒
近
い
将
来
︑
安
定
的
に

商
品
を
運
ぶ
こ
と
が
難
し
く

な
る
と
と
も
に
︑
荷
主
の
責

任
が
大
き
く
な
っ
て
い
く
中

で
︑
私
ど
も
荷
主
に
お
い
て

も
物
流
業
務
を
効
率
化
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て

く
る
と
考
え
て
い
ま
す
︒
私

ど
も
は
︑
出
荷
工
場
で
の
現

場
の
視
察
や
物
流
事
業
者
と

の
話
し
合
い
を
重
ね
て
き
ま

し
た
が
︑
今
後
も
相
互
理
解

の
下
に
連
携
し
︑
物
流
の
効

率
化
や
生
産
性
向
上
に
向
け

て
の
取
り
組
み
を
続
け
て
い

く
方
針
で
す
﹂（
吉
川
達
哉

企
画
開
発
部
副
部
長
）

　

さ
ら
に
︑
こ
の
２
段
枠
を

導
入
す
る
に
あ
た
っ
て
は
︑

パ
レ
ッ
ト
積
み
が
必
須
の
た

め
︑
手
積
み
作
業
の
削
減
と

荷
役
・
待
機
時
間
等
の
削
減

な
ど
︑
労
働
環
境
の
改
善
も

図
ら
れ
た
︒

　

従
来
の
作
業
工
程
は
︑
食

品
工
場
で
は
︑
商
品
を
工
場

内
使
用
専
用
パ
レ
ッ
ト
に
工

場
側
の
作
業
員
が
積
み
付
け

を
行
い
︑冷
蔵
庫
内
へ
保
管
︒

こ
の
冷
蔵
庫
内
か
ら
ド
ラ
イ

バ
ー
が
行
先
別
に
仕
分
け
を

行
い
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
が
ト
ラ

ッ
ク
に
手
荷
役
で
の
積
み
込

み
︑
ま
た
は
︑
流
通
パ
レ
ッ

ト
に
積
み
直
し
を
行
っ
て
い

た
︒

認
な
ど
の
作
業
の
み
で
積
み

込
み
作
業
は
必
要
な
い
︒

　

ま
た
︑
当
日
出
荷
の
場
合

で
も
︑
出
荷
口
に
接
車
し
た

ト
レ
ー
ラ
に
パ
レ
ッ
ト
に
積

み
付
け
し
て
い
る
商
品
を
検

品
︑
２
段
枠
を
使
用
し
て
積

み
込
む
作
業
を
行
う
だ
け
な

の
で
ド
ラ
イ
バ
ー
の
作
業
時

間
は
従
来
よ
り
減
少
し
て
い

る
︒

　

こ
う
し
た
改
善
に
よ
り
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
側
に
は
手
積
み

作
業
荷
役
の
負
担
が
減
り
︑

定
時
出
発
が
可
能
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
︑
ゆ
と
り
を
も
っ

て
運
行
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
︒

◇　

◇　

◇

　

ト
レ
ー
ラ
に
よ
り
大
量
輸

送
が
可
能
に
な
っ
た
反
面
︑

物
流
拠
点
か
ら
の
２
次
物
流

費
と
仕
向
先
別
の
荷
役
作
業

が
増
加
し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
産
地
工
場
と
物
流

拠
点
で
の
２
段
枠
・
パ
レ
ッ

ト
の
保
管
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
︒

　

な
お
︑
こ
の
パ
レ
ッ
ト
化

に
伴
っ
て
︑
同
社
で
は
身
を

切
る
改
善
も
行
っ
て
い
る
︒

　

パ
レ
ッ
ト
を
工
場
内
専
用

か
ら
レ
ン
タ
ル
パ
レ
ッ
ト
に

変
更
︒
２
段
枠
を
使
用
す
る

た
め
に
︑
パ
レ
ッ
ト
サ
イ
ズ

か
ら
は
み
出
て
い
た
商
品
の

段
ボ
ー
ル
を
パ
レ
ッ
ト
に
収

ま
る
よ
う
に
小
型
化
し
︑
２

段
枠
が
使
用
し
や
す
い
よ
う

に
し
た
︒
さ
ら
に
︑
出
荷
口

バ
ー
ス
で
は
︑
ト
レ
ー
ラ
内

に
積
み
込
み
し
や
す
い
よ
う

に
︑
ト
レ
ー
ラ
駐
車
ス
ペ
ー

ス
を
水
平
に
な
る
よ
う
に
︑

掘
り
下
げ
て
改
良
し
て
い
る

（
写
真
㊨
）︒

　

そ
の
た
め
︑
商
品
の
積
み

込
み
に
は
︑
１
車
当
た
り
２

時
間
ほ
ど
の
手
積
み
作
業
が

発
生
し
︑
そ
の
間
は
工
場
の

出
荷
口
と
冷
蔵
庫
か
ら
ト
ラ

ッ
ク
ま
で
の
横
持
作
業
の
た

め
に
︑
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
を

占
有
し
て
い
た
︒

　

し
か
し
︑
ト
レ
ー
ラ
に
つ

い
て
は
こ
の
作
業
工
程
を
変

更
し
︑
出
荷
前
日
に
事
前
積

み
込
み
が
で
き
る
場
合
は
︑

ト
レ
ー
ラ
を
工
場
の
出
荷
口

に
接
車
し
て
お
き
︑
工
場
側

の
作
業
員
が
品
目
別
に
２
段

枠
を
組
み
立
て
な
が
ら
パ
レ

ッ
ト
に
積
み
付
け
て
︑
ト
レ

ー
ラ
内
へ
積
み
込
み
作
業
を

行
い
︑
施
設
内
部
電
源
で
ト

レ
ー
ラ
の
冷
凍
・
冷
蔵
機
を

作
動
さ
せ
て
積
み
置
き
す
る
︒

　

出
荷
日
に
は
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
は
ト
ラ
ッ
ク
ヘ
ッ
ド
で
ト
レ

ー
ラ
を
引
き
取
り
に
来
る

が
︑
ト
レ
ー
ラ
内
の
商
品
確

手
積
み
作
業
が
な
く
大
幅
に
省
力
化

手
積
み
作
業
が
な
く
大
幅
に
省
力
化

作
業
時
間
短
縮
で
運
行
に
ゆ
と
り
も

作
業
時
間
短
縮
で
運
行
に
ゆ
と
り
も

ト
レ
ー
ラ
無
人
航
走
で
環
境
問
題
へ
対
応

ト
レ
ー
ラ
無
人
航
走
で
環
境
問
題
へ
対
応

一
貫
パ
レ
チ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
確
立

一
貫
パ
レ
チ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
確
立

さ
ら
な
る
シ
ス
テ
ム
改
善
が
課
題

さ
ら
な
る
シ
ス
テ
ム
改
善
が
課
題

トレーラを接車した時に傾斜があるとトレーラの奥まで積み付けるには労力が必要になるため、傾斜を
削ってトレーラが水平になるように改善を行った（宮崎県都城市の宮崎くみあいチキンフーズ㈱の食品
工場）

吉川　達哉
企画開発部副部長

「シトラスリボンプロジェクト」に賛同「シトラスリボンプロジェクト」に賛同
ラッピングトレーラを運行ラッピングトレーラを運行

　全農チキンフーズ㈱は、新型コロナウイルス感染
症に伴う差別・偏見解消の取り組みである「シトラ
スリボンプロジェクト」の主旨に賛同し、産地工場
からの輸送を担当する協力会社のトレーラシャーシ
5 台にラッピングを施し、令和 2 年 11 月から運行を
開始した。「シトラスリボンプロジェクト」とは、コ
ロナ禍で生まれた差別・偏見を耳にした愛媛県の有
志がつくったプロジェクト。リボンやロゴを身に着
けたり、掲示することで、プロジェクトへの賛同を
示す。同社では、「物流は国民生活や企業活動にとっ
て不可欠なもの」との認識の下、同プロジェクトを
応援する意味でラッピングトラックを走らせている。

［会社メモ］全農チキンフーズ株式会社
 全農チキンフーズ株式会社は、昭和 47年に全国農
業協同組合連合会（全農）の鶏肉直販会社として誕
生。その後、平成 20 年に宮崎くみあいチキンフー
ズ㈱と鹿児島くみあいチキンフーズ㈱を子会社化、
住田フーズ㈱を含めた 「全農チキンフーズグルー
プ」を結成して、食鳥の生産から処理加工、販売ま
で一貫して手がけるグループ事業運営体制を確立し
た。

◇代表取締役社長　山下 武彦
◇本　社　東京都港区港南 2-12-33

品川キャナルビル 4F
◇設　立　昭和 47年 9月 20日 
◇資本金　23億 7百万円 
◇従業員　172人（令和 2年 3月 31日現在）

コラム

④

③

②

①
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パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇

用
労
働
法
の
適
用
に
伴
い
︑

事
業
主
に
は
図
１
で
示
し
た

内
容
が
求
め
ら
れ
る
︒

　

事
業
主
は
︑
正
社
員
と
短

時
間
労
働
者
・
有
期
雇
用
労

働
者
の
働
き
方
の
違
い
に
応

じ
て
︑
均
衡
・
均
等
な
待
遇

の
確
保
を
図
る
た
め
の
措
置

を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
図
２
）︒

　

厚
生
労
働
省
は
︑
パ
ー
ト

タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働
法

お
よ
び
労
働
者
派
遣
法
に
基

づ
い
て
︑﹁
短
時
間
・
有
期

雇
用
労
働
者
及
び
派
遣
労
働

者
に
対
す
る
不
合
理
な
待
遇

の
禁
止
等
に
関
す
る
指
針

（﹁
同
一
労
働
同
一
賃
金
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
﹂︑
以
下
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
と
記
載
）﹂
を
策
定

し
て
い
る
︒

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
︑﹁
我

が
国
が
目
指
す
同
一
労
働
同

一
賃
金
は
︑
同
一
の
事
業
主

に
雇
用
さ
れ
る
通
常
の
労
働

者
と
短
時
間
・
有
期
雇
用
労

働
者
と
の
間
の
不
合
理
と
認

め
ら
れ
る
待
遇
の
相
違
及
び

差
別
的
取
扱
い
の
解
消
︙
︙

（
中
略
）
︙
︙
を
目
指
す
も

の
で
あ
る
﹂
と
し
た
上
で
︑

不
合
理
な
待
遇
差
の
解
消
に

向
け
た
原
則
と
な
る
考
え
方

や
具
体
例
に
つ
い
て
︑
基
本

給
︑
賞
与
︑
手
当
等
の
個
別

の
待
遇
ご
と
に
﹁
問
題
と
な

る
例
／
問
題
と
な
ら
な
い

例
﹂
を
用
い
な
が
ら
解
説
し

て
い
る
︒

　

ま
た
︑
図
３
で
示
し
た
項

目
な
ど
が
︑
基
本
的
な
考
え

方
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
︒

　

こ
こ
で
は
︑
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

短
時
間
・
有
期
雇
用
労
働
者

の
待
遇
に
関
す
る
原
則
と
な

る
考
え
方
に
つ
い
て
︑
紹
介

し
て
い
く
︒
詳
細
に
つ
い
て

は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
照
の

こ
と
（
厚
労
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）︒

　

な
お
︑
待
遇
差
が
不
合
理

か
否
か
に
つ
い
て
は
︑
最
終

的
に
は
司
法
に
よ
り
判
断
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
（
コ
ラ
ム
１

参
照
）︒

①
基
本
給

　

基
本
給
に
つ
い
て
︑
通
常

の
労
働
者
と
短
時
間
・
有
期

雇
用
労
働
者
と
も
に
能
力
︑

経
験
︑
業
績
︑
成
果
︑
勤
続

年
数
等
の
決
定
要
素
が
適
用

さ
れ
て
い
る
場
合
︑
適
用
さ

れ
て
い
る
決
定
要
素
（
例
え

ば
能
力
）
に
応
じ
た
基
本
給

部
分
（
例
え
ば
能
力
で
決
ま

る
職
能
給
部
分
）
に
つ
い
て

は
︑
通
常
の
労
働
者
と
短
時

間
・
有
期
雇
用
労
働
者
で
そ

の
決
定
要
素
が
同
じ
場
合
に

は
同
一
の
︑
一
定
の
違
い
が
あ

る
場
合
に
は
そ
の
違
い
に
応

じ
た
基
本
給
を
支
給
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
︒

　

ま
た
︑
昇
給
に
つ
い
て
︑

通
常
の
労
働
者
と
短
時
間
・

有
期
雇
用
労
働
者
と
も
に
勤

続
に
よ
る
能
力
の
向
上
に
よ

っ
て
決
定
さ
れ
る
場
合
︑
通

常
の
労
働
者
と
同
様
に
能
力

が
向
上
し
た
短
時
間
・
有
期

雇
用
労
働
者
に
は
︑
こ
の
能

力
の
向
上
に
応
じ
た
部
分
に

つ
い
て
は
通
常
の
労
働
者
と

同
一
の
昇
給
を
︑
能
力
向
上

い
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の
違

い
に
応
じ
た
支
給
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
︒

③
手
当

　

不
合
理
な
待
遇
差
の
解
消

は
︑
企
業
が
支
給
し
て
い
る

全
て
の
手
当
が
対
象
と
な

る
︒
不
合
理
な
待
遇
差
で
あ

る
か
は
手
当
の
性
質
・
目
的

に
照
ら
し
て
適
切
な
考
慮
要

素
に
基
づ
い
て
判
断
さ
れ
る
︒

　

な
お
︑
手
当
は
︑
企
業
に

よ
り
名
称
や
内
容
等
が
様
々

で
あ
る
が
︑
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

で
は
代
表
的
な
手
当
と
し

績
等
へ
の
労
働
者
の
貢
献
に

応
じ
て
支
給
さ
れ
る
場
合
に

は
︑
貢
献
に
応
じ
て
支
給
さ

れ
る
部
分
に
つ
い
て
は
︑
通

常
の
労
働
者
と
同
一
の
貢
献

で
あ
る
短
時
間
・
有
期
雇
用

労
働
者
に
は
通
常
の
労
働
者

と
同
一
の
︑
貢
献
に
一
定
の
違

に
違
い
が
あ
る
場
合
に
は
そ

の
違
い
に
応
じ
た
昇
給
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒

②
賞
与

　

賞
与
に
つ
い
て
︑
通
常
の

労
働
者
と
短
時
間
・
有
期
雇

用
労
働
者
と
も
に
企
業
の
業

　

中
小
企
業
に
お
い
て
︑
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働
法
が
今
年
４
月
１
日

か
ら
適
用
さ
れ
（
中
小
企
業
以
外
は
令
和
２
年
４
月
１
日
施
行
）︑い
わ
ゆ
る
﹁
同

一
労
働
同
一
賃
金
﹂
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

　

同
一
労
働
同
一
賃
金
の
導
入
は
︑
同
一
企
業
・
団
体
内
に
お
け
る
正
規
雇
用
労

働
者
（
無
期
雇
用
フ
ル
タ
イ
ム
労
働
者
）
と
非
正
規
雇
用
労
働
者
（
有
期
雇
用
労

働
者
︑
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
︑
派
遣
労
働
者
）
の
間
の
不
合
理
な
待
遇
の
差
を

な
く
し
︑
労
働
者
が
ど
の
よ
う
な
雇
用
形
態
を
選
択
し
て
も
待
遇
に
納
得
し
て

働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
︑
多
様
で
柔
軟
な
働
き
方
を
選
択
で
き

る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
︒

　

中
小
運
送
事
業
者
に
お
い
て
も
︑
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
導
入
に
向
け
た
計
画

的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
︒

　

そ
こ
で
本
特
集
で
は
︑
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
解
説
や
︑
同
制
度
導
入
に
向
け

て
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
︒

　

第
１
回
目
と
な
る
今
回
は
︑厚
生
労
働
省﹁
同
一
労
働
同
一
賃
金
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂

を
も
と
に
︑
待
遇
差
の
考
え
方
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
︒

全
て
の
労
働
者
に
「
均
衡
・
均
等
」
な
待
遇
を

第
１
回

同一労働同一賃金への対応に向けて同一労働同一賃金への対応に向けて特
集

◇均等待遇：�待遇決定に当たって、短時間・有期雇用労働者が
通常の労働者と同じに取り扱われること、つまり、
短時間・有期雇用労働者の待遇が通常の労働者と
同じ方法で決定されることを指します。ただし、同じ
取扱いのもとで、能力、経験等の違いにより差がつ
くのは構いません。

◇均衡待遇：�短時間・有期雇用労働者の待遇について、通常の
労働者の待遇との間に不合理な待遇差がないこ
と、つまり、①職務の内容、②職務の内容・配置の
変更の範囲、③その他の事情――の違いに応じた
範囲内で待遇が決定されることを指します。

　事業主が、均衡待遇・均等待遇のどちらを求められるかは、短
時間・有期雇用労働者と通常の労働者との間で、「①職務の内
容」、「②職務の内容・配置の変更の範囲が同じか否か」により
決まります（下表）。
　①と②が同じ場合には、短時間・有期雇用労働者であること
を理由とした差別的取扱いが禁止され、「均等待遇」であること
が求められます。
　それ以外の①あるいは②が異なる場合は「均衡待遇」である
ことが求められ、短時間・有期雇用労働者の待遇は、①と②の
違いに加えて「③その他の事情」を考慮して、通常の労働者との
間に不合理な待遇差のないようにすることが求められます。

「均衡待遇」「均等待遇」の対象となる労働者とは？

表　均衡待遇の対象／均等待遇の対象

通常の労働者と比較した結果

①職務の内容 ②職務の内容・配
置の変更の範囲

求
め
ら
れ
る
対
応

均衡待遇の対象
（不合理な待遇差禁止）

同じ 異なる

異なる 同じ

異なる 異なる

均等待遇の対象
（差別的取扱い禁止） 同じ 同じ

図1　同一労働同一賃金の導入に伴い事業主に求められること

①�同じ企業で働く正社員（無期雇用フルタイム労働者）と非正規雇用労働者
（短時間労働者・有期雇用労働者）との間で、基本給や賞与、手当、福
利厚生などあらゆる待遇について、不合理な差を設けることが禁止される。

②�事業主は、非正規雇用労働者から、正社員との待遇の違いやその理由な
どについて説明を求められた場合は、説明をしなければならない。

図３　待遇に関する原則となる考え方

①�ガイドラインに記載のない退職手当等の待遇についても、不合理な待遇差の
解消等が求められる。
②�労使による個別具体の事情に応じた話し合いが望まれる。
③�通常の労働者に複数の雇用管理区分（社員タイプ）がある場合は、通常の
労働者の全ての社員タイプと短時間・有期雇用労働者との不合理な待遇差
の解消等が求められ、低い待遇の通常の労働者に関する雇用管理区分を新
設しても、不合理な待遇差の解消等は回避できない。

④�通常の労働者と短時間・有期雇用労働者との間で職務の内容等を分離した
場合であっても、通常の労働者との間の不合理な待遇差の解消が求められる。

⑤�労使で合意することなく通常の労働者の待遇を引き下げることは、望ましい
対応とはいえない。

（出典）厚生労働省「不合理な待遇差解消のための点検・検討マニュアル（業界共通編）」

図 2　「均衡待遇」「均等待遇」とは？

2
ど
の
よ
う
な
待
遇
差
が
不
合
理
に
当
た
る
の
か
？

働
き
方
の
違
い
に
応
じ
て

均
衡
・
均
等
な
待
遇
の
確
保
を

1
事
業
主
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
は
？

あ
ら
ゆ
る
待
遇
に
つい
て

不
合
理
な
差
が
禁
止
に

コラム 1

正規雇用労働者と有期雇用労働者の各種手当に関する
待遇の違いが不合理かどうかが争われた事件の最高裁判所の判例

参考：判例「平成30年6月1日 最高裁判所第二小法廷判決・平成28年（受）第2099号、2100号　未払賃金等支払請求事件」

　運送会社で働く契約社員（有期雇用労働者）が、正社員との間に差を設けるのは無効であると訴
えました。
　その結果、下表のとおり、５つの手当について、正社員との間に差を設けることは不合理だと判断
されました。
　不合理ではないかどうかの判断を行う上では、労使で話し合い、労働者の意見をよ
く聞いて検討することが大切です。
　なお、厚生労働省働き方改革推進支援センター（右記）でも事業者からの相談に
対応し、参考となるアドバイスを行っています。

パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働
法

今
年
４
月
よ
り
中
小
企
業
で
も
適
用
ス
タ
ー
ト
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関東（ ）
夜発
（21:00） （22:30）

翌夜着 最速

「物効法対応ご相談ください」 
「運行の省力化・効率化に！」
「労働管理強化に！」

「物効法対応ご相談ください」 

　「運行の省力化・効率化に！」
「労務管理強化に！」

東京東京
有明有明 （ ）福岡福岡

かんだかんだ

苅田苅田九州

ポイントポイント

運航スケジュール運航スケジュール

当日 21:00集荷日 翌日 22:30
翌日
ミッドナイト配送　

３日目06：00３日目朝一配送 翌日04：30 集荷日
※宇野港へは上りで週一便寄港

東京港 苅田港首都圏 九州全域

ドライバーズルーム完全個室
完全個室化でくつろげる空間に

営  業  二  部

25.5 h!

　

上りのみ寄港

苅田

宇野

東京東京～苅田航路

デイリー運航！

mail :
molf.tokyobk@molgroup.com

  TEL:03 -6774-6886
  TEL:093-434-5118

ご予約・お問い合わせ・メールアドレスご予約・お問い合わせ・メールアドレス

福岡・苅田支店

食
　
文
　
化

食
　
文
　
化

ほんのヒトコマほんのヒトコマ ［第79回］

こんな詐欺にも気をつけて!!

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜危険な場所での運転編〜
 【解 答】２面に問題

❶ ×（教則第6章第1節 踏切1 –⑷）前の車
に続いて通過するときでも、一時停止をし、
安全を確かめなければならない。また、踏
切の向こう側が混雑しているため、そのま
ま進むと踏切内で動きがとれなくなるおそ
れがあるときは、入ってはいけない。
❷ ○（教則第6章第1節 踏切2 –⑵）踏切
支障報知装置のないところでは、携帯して
いる発炎筒などを使い列車に分かるように
できるだけ早く合図をする。
❸ ×（教則第6章第2節 坂道・カーブ1 –⑷）
下り坂では、低速のギアを用い（オートマ
チック車ではチェンジレバーを2かL［又は
1］に入れ）、エンジンブレーキを活用する。

長い下り坂で、フットブレーキをひんぱん
に使い過ぎると、急にブレーキが効かなく
なることがあり危険である。
❹ ○（教則第6章第2節 坂道・カーブ1 –⑹）
坂道では、上り坂での発進がむずかしいた
め、下りの車が上りの車に道を譲る。しか
し、近くに待避所があるときは、上りの車
でもその待避所に入って待つ。
❺ ×（教則第6章第2節 坂道・カーブ2 –⑴）
曲がり角やカーブに近づくときは、その手
前の直線部分で十分スピードを落とす。高
速のままハンドルを切ったり、ハンドルを
切りながらブレーキをかけたりすると、横
転や横滑りを起こしやすくなる。

192「
鯖
街
道
お
膝
元
の
味
①
」福
井
県
小
浜
市
の
鯖
缶

　

福
井
は
古
く
か
ら
都
と
行

き
来
し
︑
御み

け
つ
く
に

食
国
の
役
目
も

賜
っ
て
い
た
︒
そ
の
た
め
︑

魚
介
を
内
陸
に
あ
る
都
ま
で

お
い
し
く
届
け
る
技
術
が
工

夫
さ
れ
た
︒
そ
れ
が
一
塩
︑

一
干
し
の
技
で
︑ぐ
じ（
甘
鯛
）

や
笹
が
れ
い
等
々
の
逸
品
が

生
ま
れ
︑﹁
若
狭
も
の
﹂
と

し
て
現
代
ま
で
人
気
を
誇
る

ブ
ラ
ン
ド
食
品
に
な
っ
た
︒

　

天
下
に
名
高
い
若
狭
の
鯖

が
好
例
︒
一
塩
さ
れ
て
山
路

を
運
ば
れ
る
う
ち
に
︑
京
都

到
着
時
に
食
べ
頃
に
な
っ
た
︒

そ
の
ル
ー
ト
は
﹁
鯖
街
道
﹂

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
︒

　

街
道
起
点
が
小
浜
︒
敦
賀

の
西
に
あ
る
漁
港
で
︑
現
代

も
水
産
加
工
品
が
生
産
さ
れ

て
い
る
︒鯖
の
本
場
だ
け
に
︑

鯖
缶
も
優
れ
も
の
が
あ
る
︒

定
し
︑
脂
が
の
っ
た
大
形
が

入
る
﹂と
︑重
田
軍
治
会
長
︒

　

そ
の
言
葉
ど
お
り
︑
鯖
缶

に
は
立
派
な
切
り
身
が
ご
ろ

り
︒
鯖
は
頭
︑
内
臓
を
除
い

て
筒
切
り
し
︑
缶
に
手
詰
め

し
︑
加
熱
処
理
し
て
生
臭
み

を
取
っ
た
の
ち
︑
真
水
と
塩

を
入
れ
て
密
封
し
︑
加
熱
殺

菌
す
る
︒

　

こ
れ
ぞ
水
煮
缶
で
︑
醤
油

鯖
缶
実
習
に
長
年
協
力
し
て

き
た
︒
そ
の
後
輩
た
ち
が
14

年
が
か
り
で
完
成
さ
せ
た
鯖

缶
を
昨
秋
︑
国
際
宇
宙
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
滞
在
中
の
野
口
聡

一
飛
行
士
が
味
わ
っ
た
の
だ
︒

　

高
校
生
の
快
挙
に
小
浜
は

沸
き
︑
宇
宙
鯖
缶
は
道
の
駅

﹁
若
狭
お
ば
ま
﹂で
販
売
中
︒

売
り
切
れ
じ
ま
い
だ
︒

　

 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

　

小
浜
港
近
く
の
﹁
福
井
缶

詰
﹂
で
︑
戦
前
か
ら
鯖
缶
を

生
産
し
︑
人
魚
印
の
自
社
製

品
は
県
民
に
お
な
じ
み
︒
ま

た
︑
ホ
テ
ル
名
で
販
売
さ
れ

て
い
る
委
託
製
造
品
も
多
い
︒

　

創
業
当
初
は
目
の
前
の
小

浜
湾
で
湧
く
よ
う
に
獲
れ
た

鯖
を
用
い
た
が
︑
現
代
は
ノ

ル
ウ
ェ
ー
産
冷
凍
鯖
︒﹁
資

源
管
理
が
厳
格
で
品
質
が
安

味
︑
味
噌
味
は
調
味
液
を
注

い
で
同
様
に
す
る
︒
全
て
化

学
調
味
料
無
添
加
で
︑
一
口

で
鯖
の
味
が
全
身
に
轟と

ど
ろ

く
︒

料
理
に
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
だ

が
︑
ま
ず
は
そ
の
ま
ま
ご
飯

と
食
べ
た
い
︒
鯖
に
頭
を
下

げ
た
く
な
る
お
い
し
さ
だ
︒

　

と
こ
ろ
で
︑
重
田
さ
ん
は

母
校
の
若
狭
高
校
海
洋
科
学

科
（
旧
小
浜
水
産
高
校
）
の

　

就
業
規
則
や
賃
金
規
程
を

見
直
す
に
は
︑
短
時
間
労
働

者
・
有
期
雇
用
労
働
者
を
含

む
労
使
の
話
し
合
い
が
必
要

と
な
る
︒
ま
た
︑
検
討
の
結

果
︑
手
当
等
の
改
善
を
す
る

た
め
に
は
︑
そ
の
原
資
な
ど

考
慮
・
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
数
多
く
あ
る
︒

　

中
小
事
業
者
に
お
い
て

は
︑
同
一
労
働
同
一
賃
金
の

実
現
に
向
け
た
対
応
を
計
画

的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
︒

3
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
実
現
に
向
け
て
計
画
的
な
対
応
を
！

・ 

慶
弔
休
暇

・ 

健
康
診
断
に
伴
う
勤
務
免

除
お
よ
び
当
該
健
康
診
断

を
勤
務
時
間
中
に
受
診
す

る
場
合
の
当
該
受
診
時
間

に
係
る
給
与
の
保
障

・ 

病
気
休
職

・ 

法
定
外
の
有
給
の
休
暇
そ

の
他
の
法
定
外
の
休
暇

（
慶
弔
休
暇
を
除
く
）

⑤
教
育
訓
練
と
安
全
管
理

　

①
~
④
で
み
た
待
遇
の
ほ

か
︑
教
育
訓
練
︑
安
全
管
理

に
関
す
る
措
置
お
よ
び
給
付

も
不
合
理
な
待
遇
差
の
解
消

の
対
象
と
な
る
︒

　

教
育
訓
練
に
つ
い
て
は
︑

現
在
の
職
務
の
遂
行
に
必
要

な
技
能
ま
た
は
知
識
を
習
得

す
る
た
め
に
実
施
す
る
場

合
︑
通
常
の
労
働
者
と
職
務

の
内
容
が
同
一
で
あ
る
短
時

間
・
有
期
雇
用
労
働
者
に

は
︑
通
常
の
労
働
者
と
同
一

の
教
育
訓
練
を
実
施
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
︒
ま
た
︑
職

務
の
内
容
に
一
定
の
違
い
が

あ
る
場
合
︑
そ
の
違
い
に
応

じ
た
教
育
訓
練
を
実
施
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
︒

　

安
全
管
理
に
つ
い
て
は
︑

通
常
の
労
働
者
と
短
時
間
・

有
期
雇
用
労
働
者
が
同
一
の

業
務
環
境
に
置
か
れ
て
い
る

場
合
︑
同
一
の
措
置
お
よ
び

給
付
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
︒

て
次
の
も
の
を
挙
げ
て
い
る
︒

・ 
役
職
手
当
（
役
職
の
内
容

に
対
し
て
支
給
）

・ 

特
殊
作
業
手
当
（
業
務
の

危
険
度
ま
た
は
作
業
環
境

に
応
じ
て
支
給
）

・ 

特
殊
勤
務
手
当
（
交
替
制

勤
務
等
の
勤
務
形
態
に
応

じ
て
支
給
）

・ 

精
皆
勤
手
当

・ 

時
間
外
労
働
に
対
し
て
支

給
さ
れ
る
手
当

・ 

深
夜
労
働
ま
た
は
休
日
労

働
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る

手
当

・ 

通
勤
手
当
お
よ
び
出
張
旅

費
・ 

食
事
手
当
（
労
働
時
間
の

途
中
に
食
事
の
た
め
の
休

憩
時
間
が
あ
る
労
働
者
に

対
す
る
食
費
の
負
担
補
助

と
し
て
支
給
）

・ 

単
身
赴
任
手
当

・ 

地
域
手
当
（
特
定
の
地
域

で
働
く
労
働
者
に
対
す
る

補
償
と
し
て
支
給
）

④
福
利
厚
生

　

手
当
と
同
様
に
︑
不
合
理

な
待
遇
差
の
解
消
は
︑
そ
の

企
業
が
付
与
し
て
い
る
全
て

の
福
利
厚
生
が
対
象
と
な
る
︒

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
︑
代

表
的
な
福
利
厚
生
と
し
て
次

の
も
の
を
挙
げ
て
い
る
︒

・ 

福
利
厚
生
施
設
（
給
食
施

設
︑
休
憩
室
︑
更
衣
室
）

・ 

転
勤
者
用
社
宅

コラム 2

同一労働同一賃金実現に向けて社内制度の点検を行いましょう！

労
使
間
で
よ
く
話
し
合
って対

応
の
検
討
を

出典：厚生労働省「パートタイム・有期雇用労働法対応のための取組手順書」
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▼
今
年

は
︑
19
世

紀
後
半
の

ロ
シ
ア
を

代
表
す
る
文
豪
﹁
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ

ー
﹂
の
生
誕
２
０
０
年
の
年
で
す
︒
モ

ス
ク
ワ
の
医
師
の
家
庭
に
生
ま
れ
な
が

ら
︑
20
代
で
空
想
的
社
会
主
義
サ
ー
ク

ル
へ
の
参
加
を
咎
め
ら
れ
死
刑
判
決
を

受
け
る
も
︑
直
前
に
皇
帝
ニ
コ
ラ
イ
１

世
の
特
赦
に
よ
り
︑
シ
ベ
リ
ア
へ
の
流

刑
処
分
と
な
り
ま
す
︒﹁
浪
費
家
﹂で﹁
賭

博
好
き
﹂
な
性
格
は
生
涯
治
ら
ず
︑
有

名
に
な
っ
て
も
︑﹁
賭
博
で
消
え
た
お

金
に
稼
ぐ
お
金
が
追
い
付
か
な
か
っ

た
﹂
と
の
逸
話
が
あ
り
ま
す
︒
▼
天
才

と
呼
ば
れ
る
人
間
の
生
き
ざ
ま
は
︑
小

説
よ
り
も
圧
倒
的
な
迫
力
が
あ
り
ま

す
︒
代
表
作﹃
罪
と
罰
﹄や﹃
賭
博
者
﹄

な
ど
は
︑
い
ず
れ
も
﹁
人
間
の
負
の
部

分
﹂
に
深
く
切
り
込
ん
だ
長
編
小
説
で

す
が
︑
私
は
︑
人
間
の
皮
肉
や
不
条
理

を
描
く
一
方
で
︑
ユ
ー
モ
ア
も
織
り
混

ぜ
た
短
編
小
説
﹃
鰐
﹄
が
好
き
で
す
︒

怪
し
い
色
男
を
巡
る
２
人
の
男
の
手
紙

の
や
り
取
り
︑
鰐
に
飲
み
込
ま
れ
た
男

を
取
り
巻
く
人
間
模
様
な
ど
︑
奇
想
天

外
で
意
表
を
つ
く
内
容
に
は
度
肝
を
抜

か
れ
ま
す
︒
束
縛
を
嫌
い
︑
天
衣
無
縫

に
人
生
を
駆
け
抜
け
る
こ
と
は
至
難
の

業
で
す
が
︑
万
人
が
認
め
る
胆
力
と
実

力
が
あ
れ
ば
︑
そ
れ
は
可
能
と
な
り
ま

す
︒
▼
先
日
︑
中
学
時
代
の
友
人
か
ら

唐
突
に
連
絡
が
あ
り
︑﹁
７
月
に
同
窓

会
が
開
か
れ
る
よ
う
だ
が
参
加
で
き
る

か
﹂
と
の
打
診
で
し
た
︒
ま
だ
先
の
こ

と
と
は
い
え
︑
会
場
で
何
十
年
ぶ
り
か

で
会
う
だ
ろ
う
当
時
の
仲
間
の
様
変
わ

り
を
︑
間
近
で
確
認
し
た
く
も
あ
り
︑

し
た
く
も
な
し
で
す
︒
仲
間
の
人
生

は
︑
そ
れ
こ
そ
１
０
０
通
り
︑
２
０
０

通
り
︑
い
や
そ
れ
以
上
の
航
路
を
歩
ん

だ
訳
で
︑
そ
れ
ぞ
れ
が
悲
喜
こ
も
ご
も

の
道
の
り
だ
っ
た
に
相
違
あ
り
ま
せ

ん
︒
幹
事
役
の
友
人
も
60
歳
を
と
う
に

超
え
て
︑
職
を
辞
し
︑
今
で
は
時
折
小

遣
い
稼
ぎ
程
度
の
仕
事
を
し
な
が
ら
︑

余
暇
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
す
︒
当

日
の
参
加
者
は
︑
２
０
０
人
程
度
に
な

る
と
試
算
し
て
い
ま
し
た
が
︑
当
世
の

厳
し
い
現
状
に
鑑
み
る
と
︑
残
念
な
が

ら
実
施
も
危
ぶ
ま
れ
ま
す
︒
▼
コ
ラ
ム

﹃
四
季
折
々
﹄
を
平
成
24
年
４
月
か
ら

書
き
は
じ
め
︑
８
年
10
か
月
が
経
過

し
︑
今
回
︑
連
載
２
０
０
回
の
節
目
を

迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
︒
こ
れ

も
︑
ひ
と
え
に
学
生
時
代
か
ら
手
紙
の

や
り
取
り
や
短
い
文
章
を
書
く
の
が
好

き
だ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
ず
︑
当
コ
ラ

ム
の
執
筆
も
そ
の
延
長
線
上
だ
と
思
っ

て
書
い
て
い
ま
す
︒
特
に
︑
中
学
時
代

の
国
語
担
当
・
橋
爪
教
諭
が
︑
教
科
書

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
小
説
や
詩
に
感
想

文
を
幾
度
と
な
く
書
か
せ
ま
し
た
︒
そ

の
経
験
が
︑
今
更
な
が
ら
大
き
な
財
産

と
し
て
活
き
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と

実
感
し
て
い
ま
す
︒
▼
次
の
目
標
と
し

て
は
︑
連
載
３
０
０
回
が
叶
う
か
ど
う

か
︑
そ
れ
は
未
知
の
世
界
で
分
か
り
ま

せ
ん
が
︑
今
後
も
コ
ラ
ム
の
テ
ー
マ
探

し
に
努
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
︒
引

き
続
き
︑
ご
一
読
の
程
︑
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
！

 

（
山
崎　

薫
）

こ
ち
ら
広
報
室

  

200

トラガールファイル

8:00
　出社（写真①）。点検、点呼（写真②）、スケジュー
ルおよびメールの確認を行う。

8:30
　午前の運行に出発（写真③）。帯広市・河西郡芽室
町管内の決まった事業所を順番にまわり、事業系産業廃
棄物を収集・運搬する。

12:00
　帰社（写真④）し、昼食休憩をとる。「作ってきたお
弁当を食べたり、コンビニエンスストアで買ってきたものを
食べたり、近所のお店に食べに行ったりしています」（守
田さん）。

13:00
　午後の運行では、帯広市内の家電量販店へ（写真
⑤）。2店舗をまわり、事業系産業廃棄物の収集・運搬
を行う。

16:00
　帰社し、洗車を行う（写真⑥）。「冬は凍ってしまうの
で頻度は落ちますが、洗車場が空いていればいつでも洗
車できるので、週に1度は洗車して、トラックをピカピカに
保つようにしています」（同）。

16:30
　事務所に戻る。伝票を整理し、電子マニフェストの入力
・管理作業（写真⑦）を行う。

17:30
　翌日の業務内容を確認し、点呼（写真⑧）を受けてか
ら退社。

守田さんのある１日の仕事の流れ

小柄な身体からあふれるパワフルさと明るい笑顔！
確かな仕事ぶり×向上心で成長を続けるムードメーカー

・ 平成 27 年に廃棄物収集作業員として入社し、１年半勤務した後、ト
ラックドライバーにステップアップ。以降、ドライバーとして活躍中。

・ 前職では、出荷された野菜の集まる工場で選別に従事。生産者～工場
間の野菜運搬のために２トン車を運転したのが初のトラック乗務体験。

・ やりがいを感じるのは、収集先のスタッフに「舞ちゃん、頑張って！」
と声をかけられる時。「名前を覚えてもらえるようになった時は本当にう
れしかったです。あたたかい声をかけてもらうと、『よし！』とやる気
が湧いてきます」（守田さん）。

・ 息子２人（23 歳・21 歳）のお母さんで、現在は長男・ネコ3匹と暮
らしている。趣味は、ドライブで立ち寄った道の駅で出会って以来ハ
マったという、「ご当地名物や動物を模ったマグネット」を集めること。

 担当業務：２トン車ドライバー（事
業系産業廃棄物収集・運搬）
 勤続年数： ５年
 取得資格：中型自動車免許（８トン限
定）、小型移動式クレーン運転技能講
習・玉掛け技能講習修了

守田さんは日々、どのような「トラガールのお仕事。」に携わっ
ているのでしょうか。お仕事に1日密着させていただきました。

道勝運輸株式会社
［代表取締役　嘉藤　裕之］

本社所在地	 北海道帯広市東 1条南 23-8
資本金	 3,500 万円
設　立	 昭和 57 年 3月20日
従業員数	 48 人（ドラｲバー40 人、うち女性１人）
車両数	 42 台

魅力的な勤務シフトでプライベート重視の若い世代も活躍魅力的な勤務シフトでプライベート重視の若い世代も活躍
「作業員→トラックドライバー」へのステップアップ事例多数「作業員→トラックドライバー」へのステップアップ事例多数！ ！ 

嘉藤社長に
訊く！

　当社では、ダンプトラックの仕事を中心に、家庭ごみ・事業系産業廃棄物
の収集・運搬、帯広市から委託を受けての学校給食配送、資源収集業務も
行っています。募集に関しては、求人サイトなども活用していますが、採用方
法で最も多いのはハローワークからの応募です。
　ドライバーの採用については、大型免許保有者がドライバー志望で入社するケースも
もちろんありますが、未経験者が収集作業員として入社し、ステップアップを希望してト
ラックドライバーになるケースが多いです。資源収集業務は土日がお休みのため、プラ
イベート重視の若い世代からの応募も
多く、20 代の作業員やドライバーも活
躍しています。
　ドライバー・作業員ともに男女問わず

広く門戸を開いており、女性の作業員も在籍していますが、女性
ドライバーは現在守田さん1 人です。守田さんも作業員からのス
テップアップ組で、彼女の仕事ぶりや、常に前向きで明るい人柄
を見て、「ぜひドライバーになってほしい」と思った我々の期待に
見事に応え、安心して仕事を任せられる存在に成長してくれました。

守
も り た

田 舞
ま い

さん

　前職勤務時に同僚からかけられた、「廃棄物収集作業員のア
ルバイトの仕事があるんだよ。たぶん好きな仕事だと思うから、
行ってみたら？」という言葉が応募のきっかけだった。「作業員
の皆さんが協力してスムーズにごみの収集をしている姿を見て、
『収集作業って楽しそうだな、私もやってみたい』という興味が
湧きました」。
　そう語る守田舞さんは、平成 27 年にアルバイトの収集作業
員として道勝運輸に採用された。
　「守田さんの働きぶりを見て、『アルバイトではなく、正式に入
社してほしい』とお願いしました。さらにその後、『トラックにも
乗れると思うから、ドライバーになりませんか？』というお話をして、
３年半前にドライバーに転身してもらいました」（戸島桂太運送
係長）
　前職で少しだけ２トン車を運転した経験があったとはいえ、作
業員からトラックドライバーに転身することに不安もあったという
守田さん。しかし、戸島係長の言葉は、「渡りに船」でもあった。
　「作業員として働いているうちに、ドライバーさんの姿を見て
『パッカー車やトラックに乗ってみたい』という思いが芽生えて
きていたこともあり、ありがたくお話をお受けしました。最初は
恐怖心もありましたが、研修で指導を受けながら練習を重ねるこ
とで、そうした不安を、『トラックの運転が上手になりたい』とい
う向上心や、運転の楽しさが打ち消してくれました」（守田さん）
　また、作業員からトラックドライバーにステップアップし、収集
・運転という両方の仕事を担当したことで、仕事の幅だけでなく、
仕事に関する視野も広がったという。作業員の経験があるから
こその配慮や作業の仕方に加え、明るく、何にでも前向きに取
り組むその人柄に、「守田さんは何でもできる、オールマイティ
ーなドライバー。急な欠員が出た時にヘルプに入ってもらうなど、
臨機応変にシフトに対応してもらっています」（戸島係長）、　「い
ろいろな仕事を何でも快く引き受けてくれて、いつも感謝してい
ます」（嘉藤社長）と、絶大な信頼を得ている。

悩みを強みに変える資格取得「できることをもっと増やしたい」悩みを強みに変える資格取得「できることをもっと増やしたい」

　仕事をしていて大変なことについて守田さんに尋ねると、「男
性よりも力が弱いこと」という答えが返ってきた。作業員の仕事
を始めた当初は、家庭ごみの袋を持ち上げるのにすら苦労した
という。少しずつコツを覚え、テールゲートリフターなど荷役省
力化装置の力も借りて慣れていったが、「男性の中で足を引っ張
っているのではないか」という無力感を覚えることもあったとい

導いてくれた人々やトラックとの出会いが私を変えた導いてくれた人々やトラックとの出会いが私を変えた
向上心と楽しさが不安を打ち消した「トラックドライバーへの転身」向上心と楽しさが不安を打ち消した「トラックドライバーへの転身」ｃｏｌｕｍｎ

う。トラックドライバーに転身後、玉掛け・クレーンの資格を取得
したのは、戸島係長の後押しを受けてのことだった。
　「重たい荷物でも、クレーンなら吊り上げて運ぶことができま
す。力が足りない分は、資格で補えるということに気づかされま
した。資格取得によって、自分の可能性がどんどん広がっていく
のを感じています。それができるのは、戸島係長をはじめとした
周囲の方々が、私の背中を押してくれるおかげです」（守田さん）。
　そもそも、トラックドライバーになるまで、守田さんは車の運転
が得意ではなく、買い物や通院などの必要な場合だけ、近場を
運転するにとどまっていたという。しかし今や、守田さんの休日
の過ごし方は、「マイカーで遠出をすること」になった。
　「この会社に入社し、トラックを運転するようになって、『自分
の運転で遠くに行ってみたい』と思うようになりました。トラック
を運転することで、安全運転が身に付き、運転の楽しさも知るこ
とができたので、本当にこの仕事に就くことができてよかったで
すし、毎日の仕事が楽しいです」（同）

◇
　前職の同僚の言葉に導かれるように道勝運輸に入社し、戸島
係長の言葉に導かれてトラックドライバーという天職にたどり着
き、資格取得によって仕事の幅を広げてきた守田さんに、今後
の目標について訊いてみた。
　「運行管理者資格を取得して、もっとできることを増やしたい
とも考えていますが、直近の目標となると、やはり『大型免許の
取得』ですね。運行中に大型ダンプトラックに乗っている女性ド
ライバーを見かけた時などに、『うらやましいな』と思っています。
私がトラックドライバーになることが決まった時、残念ながら息子
たちの反応は薄かったのですが（笑）、いちばん喜んでくれたの
は妹でした。そんな妹が最近、『私もお姉ちゃんのようにトラック
に乗れるよう
になるかな？』
と興味を示し
てくれていま
す。そういう
ふうに、『トラ
ックに乗ってみ
たい』と思っ
てくれる女性
がもっと増え
てくれたらい
いですね」（同）

　トラック運送業界で様々な
仕事に携わる女性をとりあげ
るこのコーナー。第30回目は、
「２トン車ドライバー（事業
系産業廃棄物収集・運搬）」
のお仕事です。道勝運輸㈱
（北海道帯広市）の守田舞
さんが登場します。

第 30 回 「２トン車ドライバー（事業系産業廃棄物収集・運搬）」守田 舞さん（道勝運輸㈱・北海道）

写真左から、嘉藤社長、守田さん、秋江さん、戸島係長

守田さんはこんな人！

　守田さんは、「バリバリ動ける頑張り屋さん」で、会社の
ムードメーカー的存在です。トラックを運転している際の慎重
さ・真剣さと、普段の明るく元気なキャラクターとのギャップ
が守田さんの魅力だと思います。

（同僚ドライバー　秋
あ き え

江 亮
りょうた

太さん）

嘉藤　裕之
代表取締役

守田さん㊧と秋江さん㊨


